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緊急フォーラム「事業仕分けから日本の未来の科学を考える」開催報告

　昨年末に、様々な国の事業について予算執行の効果と目標達成の実績を確認する事業仕分けが行われ、多くの事業に
ついて予算縮減などの提案がなされました。科学技術の研究と教育に関わる事業についても同様に判断されたものが多
く、これらの判断がそのまま平成 ��年度以降の予算に反映されると、研究教育環境の急激な悪化が見込まれることから、
日本分子生物学会は理事長名および多くの学協会との連名という形で、意見表明をしてまいりました。
　さらに、多くの学会員から文科省の学術政策についての問い合わせや危惧する意見が出されたことから、��月９日
の年会初日夜 �時から緊急フォーラム「事業仕分けから日本の未来の科学を考える」を開催しました。
　フォーラム開催に先立って学会会員から事業仕分けについての意見を求めるアンケートを実施し、送られた意見をま
とめた冊子を配布して、フォーラムにおける議論の資料としました。アンケートの意見は、PDFファイルとして学会ホー
ムページ（http://wwwsoc.nii.ac.jp/mbsj/youbou0�/kinkyu_forum.pdf）に掲載しました。 

　フォーラムは、文部科学省から出席していただいた石井康彦・ライフサイエンス課長と山下恭徳・学術研究助成課企
画室長の他に岡田清孝理事長と小原雄治年会長の �名のパネリスト、篠原彰理事による資料説明、石野史敏庶務幹事の
司会で開催されました。フォーラムにおいて、後藤斎・文部科学省政務官からのメッセージを石井課長が代読され、文
部科学省として今後も科学技術・学術研究を引き続き協力に推進するが、学術・研究者コミュニティからも研究の現状
や課題、今後の展開などについて国民に説明する必要があり、これらの問題について建設的な議論を求めるとのコメン
トがありました。その後、約 �00名の出席者から活発な意見や質問があり、研究者の不安と混乱を収拾するとともに、
学術研究と教育の新しい方向を定め、体制を築くためには、「文科省、政府と協調した新しい科学政策立案へ向けての
制度作り」および「科学者から国民へ向けたメッセージ」が重要であることを確認しました。石井課長からは、今後の
科学政策について学会などで協議する委員会があれば、是非とも協力したいという意見をいただいたので、具体的な行
動につなげるための協議も鋭意行なっていくつもりです。緊急フォーラムにおける議論内容は、HPに掲載する予定で
準備を進めています。
　来年度以降の学術研究と教育の事業執行体制が、私たちの意見を反映したものになるように、注意深く経緯を見守り
たいと思います。生物科学学会連合においても、今回の分子生物学会の対応は迅速で適切なものだったと評価していた
だいています。今後も会員の皆様の協力をお願い致します。

�0�0年 �月 �0日

特定非営利活動法人 日本分子生物学会
理 事 長　岡田　清孝
庶務幹事　石野　史敏
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�0�0年 �月 ��日

特定非営利活動法人 日本分子生物学会

　本学会では、学会ホームページ上に会員管理システムを設置し、会員システム上においてWeb版会員名簿（会員検索・
閲覧）を運用してきました。しかしながら、�00�年の新システム移行時に、初期設定の公開項目を、・名前・会員番号・
会員種別に限定したことと、会員の皆様からのアクセスが少ないこともあり、本来のWeb会員名簿が機能していない
状況がありました。
　このことについて、昨年 ��月の定例理事会において検討しました結果、�0�0年 �月 �0日より、公開項目の初期設
定を下記のとおりに変更することが決まりましたので、お知らせいたします。
　会員の皆様の利便性を向上させるため、ご協力のほどをよろしくお願い申し上げます。

〈変更内容〉
【従来の初期設定の公開項目は次のとおり】
・名前・名前カナ・名前ローマ字・会員番号・会員種別

【2010 年 3月 10日以降は、初期設定において、以下の項目も公開されるようになります】
・所属名称・所属部署・所属住所・所属 FAX・連絡先メールアドレス

　従来、所属の情報をあえて非公開項目に設定されていた会員におかれましては、お手数をおかけしますが、再度の「非
公開」設定手続きをお願いいたします。
 なお、同会員システム（Web版会員名簿）を閲覧できるのは会員の方々のみであることをご考慮いただき、所属に関
係する項目についてはできるだけ「公開」設定を選択してくださるよう、ご協力のほどをお願い申し上げます。

――　会員管理システムURL　――
http://wwwsoc.nii.ac.jp/mbsj/secretariat/member/index.html

重要なお知らせ Web 版会員名簿（会員管理システム）における公開項目の初期設定変更のお知らせ
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故 三浦謹一郎先生を悼んで

埼玉医科大学ゲノム医学研究センター名誉所長／東京大学名誉教授
村松　正實

　昨年 �月、三浦謹一郎先生が急にお亡くなりになった。私は、�0日も経った後の、日本癌学会で初めてその知らせ
を受けて、顎然としたのだった。昨年中は学会や研究会で �～ �回お会いして、お元気の御様子であったので、何か、
急性の病で亡くなられたものと思われ、同年輩（実は私より半年年長）の貴重な友を失った驚きと、悲しみが、じわじ
わと押し寄せて来た。
　三浦さん（親しみを込めて、敢えてこう呼ばせて戴く。）は本当に私と同世代の、日本の戰後の生命科学の発展を自
ら経験し、支えて来られた、戰友と云ってよいお方であった。
　彼は理学部、私は医学部出身で、考え方に多少の差があったとしても、科学的思考という点では勿論一致しており、
私が臨床などを経験している間に、彼は理論的にも実験においても、常に一歩先んじており、いろいろと敎えられる事
が多かった。
　三浦さんのお仕事については、若干、領域の近い西村暹氏（何と �人共同い年であったのだ！）が詳しく書かれる由、
私は極く大雑把に、歴史的に著名な �つのお仕事を挙げるに止めたい。その一つは転移 RNAの構造と機能に関するも
ので、遺伝情報の翻訳に関して大きな意味を持つものであった。即ち、�つのアミノ酸に対応する転移 RNAが、複数
存在する事を証明したのである（����、tRNA isotypeの存在）。これは、遺伝子発現が、このレベルでも調節され得る
事を世界で最初に示したものであった。第二の大きなお仕事は、数年後の、真核生物におけるメッセンジャー RNAの
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�'末端にキャップ構造が存在することの発見である。
　これも歴史に残る大発見であり、その構造の機能や意味について、その後、多くの研究が各国で爲されることになる。
　三浦さんは、その後も、特に RNAについて広く深く研究され、われわれを指導して下さったのみならず、亦多くの
優れた後継者をも育てられた。すぐに想い浮ぶ名前でも、渡辺公綱さん、古市泰宏さん、下遠野邦忠さんなど、旣に一
家を爲しておられる方も多い。
　三浦さんは、お会いすると常に、「やぁ」と手を挙げ、微笑を絶やさない方であった。それでいて、学問的には嚴しく、
評価も方法論迄遡って爲されるのが常であった。従って学者の間でも評判は高く、分子生物学会の会長も務められ、学
士院賞などにも輝いておられた。
　学会へ行っても、もうあの暖かい笑顔を見る事は出来ないと思うと、“同期の櫻”の関係にある筆者は、胸が痛む想
いである。
　しかし、三浦さんの学問の精神は後継者、否、全てのこの分野の人々に受け継がれ、発展し續けるであろう。若い科
学者達が、近年、日本の学問を襲っている不条理な試練に負ける事なく、これを達成し、日本の科学に栄光を齋らす事
を祈って筆を擱く。

三浦謹一郎先生のご逝去を悔やんで

筑波大学　生命科学動物資源センター
西村　　暹

　三浦謹一郎先生が昨年 �月 ��日に急逝された。�月に新潟で開かれた日本 RNA学会にもお元気で出席、発言された
と伺っていたので愕然としました。謹んでお悔やみ申し上げます。
　三浦先生は ����年のお生まれ、丁度私より �ヶ月早いお生まれですが、東大理学部化学科では二年先輩でした。先
生は二本鎖 DNAの研究で著名なコロンビア大学のシャルガフ教授の下に留学され、東大では渡辺格先生に就かれて、
当時から分子生物学、特に RNA研究を始められました。まさに分子生物学の黎明期から活躍を続けられた日本の分子
生物学、特に蛋白質生合成、RNA研究の権威であられました。
　先生は名古屋大学理学部分子生物学研究施設、国立遺伝学研究所、東大工学部教授を歴任され、さらに ����年に東
大を定年退官されたあとも、学習院大学、千葉工業大学で教鞭と研究を続けられ、お亡くなりになる前も東大柏キャン
パスで客員として研究を続けられていました。正に生涯現役を貫かれました。この間、渡辺公綱先生、また古市泰宏先
生、下遠野邦忠先生他、多数の日本の分子生物学をリードする研究者が先生の教室から排出しました。
　三浦先生のごく初期の御研究で、著名なのは tRNAの構造と機能に関するものです。酵母未分画 tRNAを放射性アミ
ノ酸でチャージし、それを RNase T�で切断して、アミノ酸で標識された �―未端断片を分別することにより、tRNAは
一つのアミノ酸に対して複数分子種が存在することを明らかにされました。（Torao Ishida and Kin-ichiro Miura, J.Mol.

Biol., ��,���-���, ����）。酵母アラニン tRNAの全構造がちょうど R.W.Hollyらによって決定された時期の御研究で、ま
さに革新的な御仕事であります。
　さらにもっとも三浦先生の名声を高めたのは ���0年始めの御研究、古市先生とされた真核生物のメッセンジャー
RNAのキャップ構造の発見であります。この御功績によって先生は ����年に、第 ��回日本学士院賞を受賞されまし
た。ちょうど同じ年に私も日本学士院賞を受賞し、授賞式その他の行事を三浦先生と共にできたのはなつかしい思い出
となってしまいました。なお、三浦先生は、日本 RNA学会、日本蛋白工学会の設立にも尽力され、また日本分子生物
学会の会長も務められ、関連学会の活動に貢献されました。
　私が三浦先生を個人的にもっとも尊敬している点は、これまで述べたような御活躍の他に、先生の研究に対する卓越
した評価であります。三浦先生は世間の流行に左右されることなく、よい研究を見抜く才能をお持ちでした。お会い
するたびに三浦先生が「今はこういうアイディアでこんな研究をやっている。もうすぐ論文を書ける。」と静かな口調
の中にも熱っぽく語っておられたのが思い出されます。御自分のアイディアを御本人と限られたスタッフで研究する
スタンスであります。私事ではありますが、三浦先生は私が ���0年代にオークリッヂ国立研究所でおこなった大腸菌
tRNAの限定分解によって tRNAのアミノ酸受容能とアミノ酸転移能が分離できるという研究を、他の人があまり注目
しない時に高く注目しておられ、私の研究をプロモートしていただきました。
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　三浦先生のこれまでたどられた御研究の道は、きっと先生の御弟子、さらにその方々の御弟子さんによって受け継が
れ、ますます注目をあびつつある日本の RNA研究の発展を導くと確信しております。それをせめてもの慰めとして、
三浦謹一郎先生のご冥福を祈ります。
（付録）
　キャップ構造の発見に関して、今でも思い出されるのは、非公開の研究会で共同研究者の古市博士が細胞質多角体病
ウイルスの転写系に S―アデノシルソチオニンを加えると、転写効率が �00倍近く上昇することを発表された事である。
この結果は私にとって驚きであり，ショックであった。ぜひ、自分もやって見たいという気持ちになったことを覚えて
いる。おそらくその席にいた他の人達も同じ思いだっただろう。ただ、日本では他人の見つけた事には手を出さないと
いう不文律があり（そのくせ外国でやられた研究はすぐまねをするが）、それゆえ日本では長い間キャップ構造の研究
は三浦グループ以外はやらなかった。日本ではキャップの情報は外国にくらべ �年近くも早かったので、日本の核酸研
究者がもっと関わっていればと今でも悔やまれる。

���0年に三浦義影先生の御尽力で学術振興会の後援の下、日米の RNA研究の研究者が東京六本木の国際
文化会館に集まった際の記念写真。最後列左から３番目が三浦謹一郎先生。前列中央が、三浦義影先生。
当時の米国の若手研究者がほとんど今でも現役なのにくらべ、日本では大部分の方が現役を退いている中、
三浦先生は最後まで現役研究者として活躍された。
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　第 �0回春季シンポジウム「分子を語る、分子で語る」
は、日本三景の１つとして知られ、JR仙台駅から電車
で �0分程度と交通の便も良い松島でおこないます。
　第 �回以来となるスクール形式（�泊 �日）で開催い
たしますので、学生やポスドクなど若手の方に多くご参
加いただき、ともに学びながら活発な議論のできるシン
ポジウムとなるよう企画を進めています。
　事前参加登録およびポスター発表は、下記のウェブサ
イトよりお申し込みください。
〈http://www.mbsj-spring�0�0.org/〉

【春季シンポジウム】
テーマ：「分子を語る、分子で語る」
会　期：�0�0年 �月 �日㈪～ �日㈫
会　場：ホテル松島大観荘

宮城県宮城郡松島町松島字犬田 �0―��

（仙台駅から電車で �0分）
TEL. 0��―���―����

http://www.taikanso.co.jp/

定　員：�00名
参加登録費：相部屋（学生）→ �0,000円

相部屋（一般）→ ��,000円
シングル→ �0,000円
参加登録費には、宿泊代（朝食付き）、昼
食代、要旨集代が含まれます。
�日㈪の夕食・懇親会には無料でご参加い
ただけます！

プログラム：本ページ右側をご覧ください。

【市民公開講座】
　シンポジウム前日には、市民公開講座「医療につなが
る分子生物学」を仙台市博物館にて開催いたします。
　日本分子生物学会が、今後さらに地域に開かれた学会
としての展開を図るべく、県外からの来訪者にも博物館
の展示等を見て頂けるような、歴史やアートにふれるこ
ともできる市民公開講座です。ぜひご参加ください。

テーマ：「医療につながる分子生物学」
日　時：�0�0年 �月 �日㈰ ��：00～ ��：�0（予定）
会　場：仙台市博物館　講堂

（市内、仙台駅よりバスで約 �0分）
定　員：�00名（事前申込不要）
参加費：無料（ただし、博物館の常設展観覧料は有料）
プログラム：講演　岡野　栄之（慶應義塾大学医学部）
　　　　　　　　片桐　秀樹（東北大学大学院医学系研究科）

　　　　　総合討論　岡野教授×片桐教授
（司会：大隅）＋フロアから

世話人：大隅典子（東北大学大学院医学系研究科）
事務局：特定非営利活動法人　日本分子生物学会　事務局

東京都千代田区飯田橋 �―��―�　�0山京ビル ��階
TEL. 0�―����―��00

E-mail:info@mbsj.jp

【プログラム　6月 7日㈪】
「遺伝暗号リプログラミング：生物の根底を書き換える」
基調講演：菅　　裕明（東京大学先端科学技術研究センター）

「慢性炎症を基盤とする生活習慣病病態へのアプローチ」
世話人：西村　　智（東大・TSBMI、JST さきがけ）
１．西村　智（東大・TSBMI、JST さきがけ）
「生体イメージングでみる慢性炎症を基盤とする生活習
慣病態」
“In vivo imaging reveals cellular mechanisms of 
inflammatory diseases”

２．阪上（沢野） 　朝子（理研 BSI、JST ERATO）
「生体における細胞周期動態を読み解く」
“Visualizing spatiotemporal dynamics of multicellular 
cell-cycle progression”

３．近藤　科江（京大・院医）
「低酸素誘導因子 HIF -活性の生体イメージング」
“In vivo imaging of Hypoxia inducible factor (HIF) 
activity”

４．高倉　伸幸（阪大・微研）
「腫瘍形成における幹細胞医学」
“Stem cell biology in the tumor development”

５．今村　健志（癌研生化・JST CREST）
「生体光イメージングを駆使した細胞機能と微小環境の
可視化」
“Visualization of cellular function and microenvironment 
by in vivo optical imaging”

日本分子生物学会第 10 回春季シンポジウム「分子を語る、分子で語る」のご案内
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「エピジェネティックな制御を介した発生・分化のメカニズム」
世話人：岡村　大治（東北大・加齢研）、
　　　　古橋　寛史（東北大・院薬）
１．古橋　寛史（東北大・院薬）
「世代を超えたヒストン修飾の維持と、線虫生殖系列の
発生におけるその役割」
“Transgenerational maintenance of histone modification 
and its role in C. elegans germline development”

２．有馬　隆博（東北大・未来医工学治療開発センター）
「DNAメチル化制御によるゲノムインプリンティング
と生殖医療」
“Genomic imprinting in regulation of DNA methylation 
and reproductive medicine”

３．加藤　恭丈（東北大・院医）
「メチオニン・アデノシル転移酵素（MATII）による転
写制御とエピジェネティクス」
“Methionine adenosyltransferase II serves as a 
transcriptional corepressor and chromatin regulation”

４．青田（浦）　聖恵（阪大・院医）
「ヒストン H�K��メチル化酵素による転写制御と疾患」
“Histone H�K�� methyltransferase functions in 
transcriptional fine tuning during normal development”

５．立花　誠（京大・ウイルス研）
「ヒストンのメチル化による細胞系列特異的な転写制御」
“Cell lineage-specific regulation of transcription by 
histone methylation”

「ポスター発表＆ミキサー」

「自由討論：分子生物学の将来について語る」

【プログラム　6月 8日㈫】
「環境応答の分子基盤」
基調講演：山本　雅之（東北大学大学院医学系研究科）

「ゲノム不安定性：分子基盤から高次生体機能へ」
世話人：高田　　穣（京大・放射線生物研究センター）
１．井倉　毅（京大・放射線生物研究センター）
「チェックポイントシグナルの活性化における損傷クロ
マチンのダイナミクス」
“The role of chromatin dynamics in DNA damage-
induced checkpoint activation”

２．稲垣　昌樹（愛知県がんセンター、名大・院医）
「多彩なリン酸化によってチェックポイントキナーゼ �
（Chk�）は機能修飾される」
“Multi-site phosphorylations by different kinases lead to 
entire Chk� function”

３．江刺　史子（オックスフォード大）
「DNA損傷修復におけるガン抑制遺伝子の役割」
“Role of tumour suppressor gene in DNA repair”

４．小林　武彦（遺伝研）
「老化と若返りの鍵を握る rDNAの機能」
“rDNA stability affects cellular aging and rejuvenation”

５．西村　栄美（東京医科歯科大 難治研）
「ゲノム不安定性とステムセルエイジング」
“Genomic instability and stem cell aging”

「身体・脳システムの心理表出行動と分子動態基盤」
世話人：小柴満美子（東農工大）
１．石原　健（九大）
「線虫の神経回路における感覚情報の統合と記憶の忘却
のメカニズム」
“Mechanisms of sensory integration and memory loss in 
the neural network of C. elegans”

２．Allan V Kalueff（Tulane Univ., Georgetown Univ.）
“Molecular mechanisms of zebrafish fear”

３．竹内　秀明（東大）
「メダカの社会性行動を生み出す脳機能の解析」
“Analysis of brain functions associated with medaka fish 
social behaviors”

４．小柴　満美子（東農工大）
「相互インタラクションによる同士間社会性発達：鳥類
および霊長類モデルから」
“Peer-social development based on mutual interaction in 
avian and primate models”
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　第 ��回日本分子生物学会年会は、第 ��回日本生化学会大会と合同で開催いたします。
　日本の生命科学分野を代表する二つの学会が同時開催するにあたり、活気溢れる内容となるよう様々な企画・準備を
進めています。
　会員の皆様より多くのご参加をお待ちしております。

会 期：�0�0年 ��月 �日㈫～ �0日㈮（�日間）
会 場：神戸ポートアイランド
大 会 長：第 ��回日本分子生物学会年会　年会長　谷口　維紹（東京大学） 
　　　　　　　　　第 ��回日本生化学会大会　　　会　頭　田中　啓二（東京都臨床医学総合研究所）
演 題 登 録 期 間：�0�0年 �月 �日㈭～ �月 ��日㈭予定
事前参加登録期間：�0�0年 �月 �日㈭～ �0月 ��日㈮予定

＊上記はあくまで予定であり、若干前後する可能性もあります。

年会事務局連絡先：BMB�0�0事務局
〒 ���―000� 大阪市淀川区宮原 �―�―��新大阪千代田ビル別館 �階
Tel：0�―���0―����　　Fax：0�―���0―����　　E-mai：bmb�0�0@aeplan.co.jp
URL：http://www.aeplan.co.jp/bmb�0�0

【プログラム（予定）】

○プレナリーレクチャー
Alan Aderem（Institute for Systems Biology） 岩田　想　（京都大学）
Peter Walter（University of California at San Francisco） 加藤　茂明（東京大学）
西倉　和子（The Wistar Institute） 西川　伸一（理化学研究所）

○シンポジウム
大会長およびプログラム委員の企画による約 �0テーマを開催します（次ページ参照）。

○ワークショップ（公募締切：2010 年 3月 19日㈮）
会員より公募し採択された約 �0テーマを開催します。
募集要領は後述の『ワークショップ企画公募について』をご参照ください。

○一般演題（ポスター発表、一般口頭発表への採択）

演題登録期間：2010 年 7月 1日㈭～ 7月 15 日㈭（予定）

採択された全ての一般演題は、ポスター発表を行っていただきます。
また、一般口頭発表への採択希望を募り、審査のうえ採択された演題については口頭での発表も行っていただきます。
演題申込みに関する詳細は、会報 ��号（�月発行予定）および決定次第合同大会ホームページにてお知らせいたします。
なお、演題の登録には、日本分子生物学会または日本生化学会の会員であることが必要です。未入会の方はお早めに
入会手続きをお済ませください。

○マスターズレクチャー
○バイオテクノロジーセミナー（ランチョンセミナー）
○市民公開講座（2010 年 12月 11日㈯　東京大学　安田講堂にて開催）
○その他の企画（男女共同参画、若手教育シンポジウム等）

第 33 回日本分子生物学会年会・第 83 回日本生化学会大会 合同大会
（BMB2010）開催のご案内（その 1）
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【シンポジウム】

分　野 テーマタイトル（仮） オーガナイザー

脂質・タンパク質・糖・
代謝関連

脂質メディエーターと免疫・炎症反応
Roles of lipid mediators in inflammation and immunity

横溝　岳彦（九州大学）
吉村　昭彦（慶応大学）

生命の鍵を握るタンパク質分解
Proteolysis - The key for life

反町　洋之（東京都臨床医学総合研究所）
村田　茂穂（東京大学）

糖鎖研究のフロンティア：新規の糖鎖構造・代謝・機能
Frontiers in glycobiology: novel glycan structures, metabolisms & 
functions

鈴木　　匡（理化学研究所）
安形　高志（大阪大学）

細胞応答

癌悪性化の分子機構
Molecular Mechanisms of Cancer Progression

斎藤　正夫（山梨大学）
伊東　　進（筑波大学）

細胞・組織の極性及び形態形成の制御メカニズムとその破綻
Determination and Disr uption of Polarity in Cell and Tissue 
Morphogenesis

菊池　　章（大阪大学）
熊ノ郷　淳（大阪大学）

細胞の構造と機能

Ectodomain Sheddingの細胞生物学
Cell Biology of Ectodomain Shedding

東山　繁樹（愛媛大学）
武田　壮一（国立循環器病センター）

細胞核ダイナミクス研究と病態学研究の融合
Interface between nuclear dynamics and diseases

米田　悦啓（大阪大学）
宮川　　清（東京大学）

オルガネラ膜構造のダイナミクス
Dynamics of organelle membrane

中野　明彦（東京大学）
大野　博司（理化学研究所）

ゲノムと遺伝情報

染色体オペレーティング・システム
Chromosome OS

石川　冬木（京都大学）
深川　竜郎（国立遺伝学研究所）

エピゲノム情報のリードアウトと制御
Readout mechanism and regulation of epigenome information

五十嵐和彦（東北大学）
吉田　　稔（理化学研究所）

ゲノムと遺伝情報の安定な警鐘とその破綻による疾患
Stable inheritance of genome and diseases caused by its failure

正井　久雄（東京都臨床医学総合研究所） 
藤田　雅俊（国立がんセンター）

神経科学

行動と神経回路
Behavios and Circuits

多羽田哲也（東京大学）
飯野　雄一（東京大学）

シナプス機能の生後発達とその異常
Postnatal development of synaptic function and its disorder

狩野　方伸（東京大学）
内匠　　透（広島大学）

発生と再生

発生・分化におけるエピジェネティック制御
Epigenetic Regulation in Development and Differentiation

仲野　　徹（大阪大学）
田賀　哲也（東京医科歯科大学）

発生と再生
Principles in development and regeneration processes

高橋　淑子（奈良先端科学技術大学院大学）
三浦　正幸（東京大学）

疾患生物学

プロテインホスファターゼ病
Protein phosphatase diseases

畠山　昌則（東京大学）
的崎　　尚（群馬大学）

慢性炎症を基盤とした疾患の生物学：生活習慣病からがんまで　
Biology of inflammation-related diseases: From metabolic syndrome to 
cancer

大島　正伸（金沢大学）
真鍋　一郎（東京大学）

ストレス応答と疾患
Stress response and diseases

武田　弘資（東京大学）
本橋ほづみ（東北大学）

植物
ゲノムが重なる時に何が起きるのか―植物科学からのアプローチ
What's happen when two genomes coexist: Approaches from plant 
science

塚谷　裕一（東京大学）
木下　　哲（奈良先端科学技術大学院大学）

※その他企画中
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【ワークショップ企画公募について】

　合同大会では、ワークショップの企画を会員の皆様より公募いたします。
　ご提出いただいた企画案は、厳正なる審査の上、採否を決定いたします。採否結果は �月中旬頃に応募者へご連絡
いたします。また、審査の結果、内容によってはシンポジウムとして採択することもあります。
　下記募集要項をご確認のうえ、奮ってご応募ください。ユニークな企画をお待ちしております。

【ワークショップ企画 応募要領：2010 年 3 月 19 日㈮締切】
＜募集要項＞
・�テーマあたり �時間 �0分の時間枠で、約 �0テーマを採択します。
・ご提案いただくオーガナイザーは、両名とも日本分子生物学会または日本生化学会の会員に限ります。
・演者につきましては、オーガナイザーにてご指定いただきます（一般演題からの採択はありません）。
・海外から演者招聘される場合は、合同大会から ��万円を上限として補助を予定しています。
・ 国内演者については、旅費・宿泊費・謝金等の支給はできません。ただし、非会員演者は参加登録費を無料とさせ
ていただきます。

・毎日 �時間 �0分の枠で約 �0テーマのシンポジウムおよびワークショップが同時進行する予定です。

＜応募要領＞
下記事項をご記入のうえ、�月 ��日㈮までに BMB�0�0事務局まで E-mailにてご提出ください。
１）テーマタイトル（和文・英文）
２）オーガナイザーの氏名・所属（�名）
３）概要（�00字程度）
４）予定演者の氏名・所属（応募時での演者による講演承諾は不要です）
５）両オーガナイザーの氏名、連絡先、会員番号
６）予想される聴衆数

BMB�0�0に関するお問合せ
BMB�0�0事務局
〒 ���―000� 大阪市淀川区宮原 �―�―��新大阪千代田ビル別館 �階
Tel：0�―���0―����　　Fax：0�―���0―����　　E-mail：bmb�0�0@aeplan.co.jp

URL：http://www.aeplan.co.jp/bmb�0�0/

【BMB2010　組織委員一覧】
　（�0�0年 �月現在）

＜大会長＞
第 ��回日本分子生物学会年会 年会長 谷口　維紹（東京大学）
第 ��回日本生化学会大会 会頭 田中　啓二（東京都臨床医学総合研究所）

＜庶務幹事＞
第 ��回日本分子生物学会年会 庶務幹事 宮園　浩平（東京大学）
第 ��回日本生化学会大会 庶務幹事 水島　昇　（東京医科歯科大学）

＜幹事補佐＞
第 ��回日本分子生物学会年会 幹事補佐 武田　弘資（東京大学）　
  宮澤　恵二（山梨大学）
第 ��回日本生化学会大会 幹事補佐 石原　直忠（東京医科歯科大学）
  反町　洋之（東京都臨床医学総合研究所）
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＜プログラム委員＞　＊印は幹事補佐を兼務
脂質・タンパク質・糖・代謝関連 鈴木　匡　（理化学研究所）
  反町　洋之（東京都臨床医学総合研究所）＊
  横溝　岳彦（九州大学）
細胞応答  菊池　章　（大阪大学）
  宮澤　恵二（山梨大学）＊
細胞の構造と機能  石原　直忠（東京医科歯科大学）＊
  東山　繁樹（愛媛大学）
  米田　悦啓（大阪大学）
ゲノムと遺伝情報  五十嵐和彦（東北大学）
  石川　冬木（京都大学）
  正井　久雄（東京都臨床医学総合研究所）
神経科学  狩野　方伸（東京大学）
  多羽田哲也（東京大学）
発生と再生  高橋　淑子（奈良先端科学技術大学院大学）
  仲野　徹　（大阪大学）
疾患生物学  大島　正伸（金沢大学）
  武田　弘資（東京大学）＊
  畠山　昌則（東京大学）
植物  塚谷　裕一（東京大学）

（敬称略）
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第 32 回日本分子生物学会年会報告

　第 ��回日本分子生物学会年会は昨年 ��月 �日㈬～
��日㈯の �日間、パシフィコ横浜にて開催いたしました。
おかげさまで参加者総数 ����名、演題数 ����（うち一
般演題 ����）の盛会となりました。
　今回は年会長と幹事会の思い入れで「分子生物学会の
原点―すべては議論から―」というテーマといたしまし
た。学生から大先生までが分け隔てなく「議論すること」
を中心に、「国際性」「社会性」「ITの活用」を加えて４
本柱として様々な企画や仕掛けを「実験」させていただ
きました。その評価はアンケート結果などで現在精査中
ですが、課題も含めてそれぞれに成果が得られたと思い
ます。
　「議論」については、ポスター会場の盛り上がりがわ
れわれ幹事会の予想をはるかに超えるものになったこと
に尽きると思います。二日目にはあまりの熱気に冷房
を入れたほどですし、最終日の最後の最後まで議論が続
いたことは正直驚きでした。全員が �会場の集まれる会
場構造は大きかったと思いますが、賛否両論ありました
ディスカッサー制度は、今回はプラスの方向に寄与した
ように思います。うれしい誤算は、ディスカッサーが行
く前にすでに議論が盛り上がっているポスターが多かっ
たことです。これも制度の副次的効果かと思いますが、
分子生物学会会員はやはり「議論」が好きなのだという
ことで、改めて安心しました。ディスカッサーの方々に
は厚く御礼申し上げます。なお今回は学部学生が ���0

人参加しました。参加費を無料にした効果で、経営的に
は複雑なところですが、分子生物学会の熱い議論を将来
の学会メンバーに刷り込んでもらうよい機会だったと思
います。
　「国際性」については、招聘予算を倍増して分野の第
一線で活躍している海外の PIを �名以上シンポジウム
に招いてもらいました。シンポジウムはすべて英語にし
て結果的によかったと思うのですが、一方で、アンケー
トでは「シンポジウムも日本語で」という希望が想像以
上に多くありました。英語化の問題は分子生物学会で長
年試行錯誤を繰り返してきた難しい問題ですが、私たち
幹事会としては少なくともシンポジウムの英語化は避け
て通れないと考えています。ただ、違う分野の研究者や
学生のために座長がイントロを日本語で十分にやると
か、日本人演者はスライドの専門用語を和英両記するな

どの工夫は必要だったと思います。ポスターの英語表記
についても類似の工夫が必要だったと思います。
　「ITの活用」について、要旨集のオンライン化はおお
むね賛同いただけたと思います。会場でのネットがつな
がりにくかったことやコンテンツの出来具合など、初め
てのことゆえの問題はありましたが、今後の方向だと思
いました。「せめて CD-ROMは配れ」との要望もありま
したが、�月末までオンライン検索や全ダウンロードが
できますので是非ご利用ください。
　「社会性」につきましては、いわゆる「事業仕分け」
結果への対応に追われてしまいました。緊急フォーラム
に向けた準備や政府とのやりとりでは、岡田理事長・学
会執行部のお手伝いができたと思います。単なる予算削
減への抗議だけではなく、科学の意義を社会にどのよう
に説明すべきなのか、そして科学を進める方策を研究者
からいかに提言していくか、ということの重要性を改め
て考えさせられました。今後の大きな課題だと思います。
関連して、学会企画の「若手教育シンポジウム」は技術
的なことを超えて「科学するとはどういうことか」に及
びましたが、これが大盛況であったことは心強いことで
した。
　振り返ってみますと、あれもこれもやっておけばとい
うことが多々ありますが、焦点を絞って取り組んだので
無事盛会のうちに「実験」を終えられたのだと思います。
「実験」ゆえにご不便やご迷惑をかけたことがあるかも
しれませんが、ご容赦いただければと存じます。本年会
の議論や交流が今後の生命科学の発展につながることを
期待しますし、議論の中から将来の優れた研究者が育つ
ことを祈っております。最後に、プログラムの編成など
で年会の企画・運営にご協力くださいました組織委員各
位、オーガナイザー・講演者の皆様、全国よりご参加く
ださいました皆様、学会当日の数多くのスタッフの方々、
そして大不況の中で援助を頂きました出展・ランチョン
セミナー主催企業、助成諸団体に心より御礼申し上げま
す。また，年会長の「思いつき」に振り回されながら年
会のために献身的に仕事をされた幹事会、年会事務局、
学会事務局の皆様に厚くお礼を申し上げます。ありがと
うございました。

第 ��回日本分子生物学会年会長　　　
小原　雄治（国立遺伝学研究所所長）
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編集幹事　上村　　匡

学会誌「Genes to Cells」に関するお知らせ

　昨年より新たに ��名の編集委員（Associate Editor）に加わっていただきましたので、『Genes to Cells』における国
内の現編集委員をご紹介いたします。原著・総説を問わず、皆様からのご投稿を歓迎いたしますとともに、引き続きご
支援のほどお願いいたします。
＜ http://mc.manuscriptcentral.com/gtc/＞
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研究倫理委員会・若手教育問題ワーキンググループ報告

　去る平成 ��年 ��月 �0日㈭にパシフィコ横浜におい
て、分子生物学会・若手教育シンポジウム『若手教育ラ
ンチョンセミナー �00�̶あなたのデータは大丈夫？正
しい知識があなたを救う！』（主催：特定非営利活動法
人　日本分子生物学会、協賛：㈱羊土社、協力：チエル㈱）
が行われた。本シンポジウムは、昨年に引き続く第三回
目の開催であるが、今年度は、講演（第一部）、パネル
ディスカッション（第二部）の二部構成で行い、�00名
近い参加者があった。�00�年および �00�年のシンポジ
ウムでは主に現状分析や精神論を中心に据えたのに対
し、�00�年のシンポジウムでは、大きく趣向を変えて
知識的・技術的な側面から若手の教育を行うべく、�つ
の技術論的講演とパネルディスカッションを行った。ま
た開催時間を従来の夜間からランチョン形式に変更し、
さらにチエル㈱より無償で貸与された『レスポンスシス
テム（レシーバーからの送信により聴衆の意見を即時に
パワーポイント上に表示するシステム）』を導入するな
ど、多くの新たな試みを行った。
　今回の試みは予想を遙かに超える大好評で、当日会場
で行ったアンケートの結果では「今後このような活動を
続けるべき」とした方が ��％と驚異的な数字を記録し
た。これは主催者としては嬉しい限りであるが、その一
方で開場 �時間前には既に長蛇の列ができ、会場は立ち
見で溢れて入場が困難で、それを見て入場を諦めた方も
多数いらっしゃったことが心残りであった。そこでより
多くの方にこのシンポジウムの内容を知っていただくた
め、記録全文を本学会 HPに掲載すると共に、その一部
を協賛の㈱羊土社のご協力で当社 HP上で動画配信して
いただけることになった。当日あまりの混雑でやむなく
見逃した方も、ここで初めてその存在を知った方も、是
非それらをご覧願えれば幸いである。
　本稿では、このシンポジウムの概略とアンケート結果
に基づいた客観的分析、さらに今後の若手教育のあり方
について述べる。なお文中は敬称略とした。ご了承いた
だきたい。

（文責：若手教育問題ワーキンググループ座長　中山敬一）

　まず本題に入る前に、本シンポジウム開催までの背景
について簡単に述べておきたい。ライフサイエンス分野
で最大の学会の一つである日本分子生物学会では、科学
的不正をなくすために若手教育からきちんと見直そうと
いう視点から、�00�年より若手教育問題ワーキンググ
ループ（以下、WG）を設置し、メンバーには世界を相
手に奮闘中の �0～ �0歳代 �名を集めた。現在まで �年

間活動を行い、毎年の年会において「若手教育シンポジ
ウム」を開催している。
　元々、個人趣味的な意味合いが強かった科学は、近年
急速に職業化すると共に不正の問題が後を絶たない。そ
れは科学者の若手教育において「ルール」の明確な教育
がなされていないことと、個々の研究室の“たこつぼ化”
によって相互監視ができないことが一因となっている。
　ルールが明確でないことは、過ちを生みやすい。そし
て、それを許容する土壌が醸成されかねない。さらに過
ちを装った捏造も起こりうるだろう。また、ルールがな
いために、大多数の正しいサイエンティストすら、恐る
恐る進んでいるようにも見える。特に研究を始めたばか
りの若手サイエンティストに、どこまでがフェアでどこ
からがアンフェアなのかきちんと示すことは、正しいサ
イエンスのあり方の確立に重要であることは言うまでも
ない。
　われわれの活動は、これらのルールを明確にするだけ
でなく、双方向的なディスカッションを行い、コンセン
サスの形成につなげていこうとする全く新しいタイプの
試みである。若手・中堅・シニアどの層からも広く意見
を募り、活発な議論が展開され、それによって一層サイ
エンスの健全性が確保されることを願って止まない。

Ⅰ . シンポジウムの概要
（座長：上田泰己、後藤由季子）

（※全文は分子生物学会のWEBサイトに掲載してあり
ますので、そちらも是非ご覧下さい）

【第一部：講演】
　本年度のシンポジウムの一つの方向性は、技術的な側
面から正しい知識を若手研究者に配信することにより、
誤りやミス（偽造）を減らすことによって最終的に故意
の捏造を防ぐということである。まず山中氏による総論
に引き続き、中山、水島、加藤がそれぞれの技術論につ
いて教育講演を行った。
　実はこれらのネタは、当WGメンバーが �00�年から
�00�年にかけて「蛋白質 核酸 酵素（以下、PNE）」誌
上において連載した『正しい知識が捏造を防ぐ ̶ デー
タを正確に解釈するための �つのポイント』というシ
リーズで、次頁の �つの平易で身近な論点につき解説を
行ったものを下地としている。今回のシンポジウム参加
者より「出版物として読みたい」というご意見を多数い
ただいたが、既に PNEの該当の巻号に、より詳細な記
事が掲載してあるので、そちらも是非ともご覧いただき
たい。

会報95-本文.indd   14 2010/02/12   13:05:08



��

１）「Photoshopによるゲル画像の調整」中山敬一（PNE 

�00�年 ��月号）
２）「蛍光顕微鏡データの誤った解釈」水島昇、鈴木邦
律（PNE �00�年 �月号）

３）「客観的な判断の難しい事例をどう扱うか？―定量
化の方法と代表例の選び方を主題として」齋藤成昭
（PNE �00�年 �月号）
４）「微妙なデータをどう表現するか―骨研究分野での
実験データ解釈を例として」加藤茂明（PNE �00�年
�月号）

５）「大規模データの解析における問題点― DNAマイ
クロアレイによる遺伝子発現量の測定を例として」山
田陸裕、上田泰己（PNE �00�年 �月号）

６）「分子生物学、生化学、細胞生物学における統計の
ポイント―医療統計学の専門家を交えた鼎談」山中伸
弥、青井貴之、佐藤俊哉（PNE �00�年 �0月号）

山中　伸弥（京都大学）
　「科学的不正とは？̶その定義と問題点̶」
　不正行為の三大不正行為は、FFP（Fabrication（捏造）、
Falsification（改竄・偽造）、Plagiarism（盗用・剽窃））
である。Fabrication（捏造）は、してもない実験をした
かのように報告するというものであり、Falsification（改
竄・偽造）とは実験はしているが、データを自分に有利
になるように変更したものである。Plagiarism（盗用・
剽窃）も最近米国では大きな問題になっている。不正行
為は一緒に議論されることが多いが、このように意味
が異なり、注意が必要である。その他に二重投稿、Gift 

authorship、なども不正行為に含まれる。間違ったデー
タを防ぐためには、一つの手法に頼らずに、二重三重の
データを積み重ねすることが肝要である。

中山　敬一（九州大学）
　「ゲル画像の修正はどこまで許されるのか？

Photoshopの正しい使い方」
　現在は機器の進歩により、ゲル画像の調整におけるシ
グナルレスポンスカーブの設定の自由度が増しており、
それによる捏造や改竄が増えている。科学誌の投稿規定
はかなり曖昧であり、オリジナルのデータを正確に反映
すること、科学コミュニティの標準に沿うべきこと、が
重要とされている。Photoshopは取り込んだデジタル
データを最終的に図にするときに多くの方が使用してい
るが、使い方を誤ると本来のデータが持つ情報とは異な
るメッセージを与えることになり、慎重な使用が望まれ
る。大切なことは、画像調整の原理や本質を理解し、自
分が何をやっているのかということを正確に把握するこ
とであり、「正しい知識があなたを救う」とはまさにそ

のようなことを指すのである。

水島　昇（東京医科歯科大学）
　「顕微鏡データの誤った解釈」
　抗体を利用した免疫染色がウェスタンブロッティング
と異なる点は非特異的シグナルがどれほど大きいかとい
う情報が得られにくい点にある。個々の細胞が持つ自家
蛍光に注意することが必要で、これは適切なコントロー
ルを使うことによって普段は回避することができる。ま
たある蛍光の別波長フィルターへの漏れこみも気を付け
なければならない点である。また自動露光を使用すると
知らず知らずに、誤ったデータが出てくる可能性がある。
共凝集も問題になりやすい。やはり原理や本質を理解し
ていないと誤ったデータを招くという例である。

加藤　茂明（東京大学）
　「微妙なデータをどう表現するか」
　ルシフェレースアッセイは種々のプロセスを経た増幅
の結果であり、そのデータは大きな差がなければ、その
結果にあまり意味はない。一方で骨量などは直接測定で
あり、わずか �％の変化であっても医学生物学的には大
きな意味を持つ。このようにいろいろな実験手法に対し
てどのような解釈が適切かという情報はまちまちであり、
個々の詳細については学会のポスターセッションにおけ
る直接のディスカッションから得られることが多い。

【第二部：パネルディスカッション】
　第二部では、当WGのメンバーである、上田泰己（理
化学研究所）、上村匡（京都大学）、加藤茂明（東京大学）、
後藤由季子（東京大学）、白髭克彦（東京工業大学）、中
山敬一（九州大学）、水島昇（東京医科歯科大学）、山中
伸弥（京都大学）の �名によるパネルディスカッション
を行った。今回のパネルディスカッションの特徴は会場
の聴衆 �00名の意見をレスポンスシステムの使用によっ
て、そのままリアルタイムに前方画面上に映し出したこ
とである。回答は匿名なのでかなり本音に近い結果が得
られと思われる。以下に質問とその回答結果を示す。

●質問 �「あなたは自分のデータのこれまでの処理や解
釈に自信がありますか？」

① 自信がある ……………………………………… ��%

② 不安がある ……………………………………… ��%

③ 間違いがあった ………………………………… ��%

④ わからない ……………………………………… �%

●質問 �「あなたは所属機関でこれまでに研究ルールにつ
いてまとまった説明を受けたことがありますか？」

① はい ……………………………………………… ��%
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② いいえ …………………………………………… ��%

③ おぼえていない ………………………………… �0%

●質問 �「あなたの研究室には、自分の実験結果をラボ
の全メンバーに発表する機会がありますか？」

① はい ……………………………………………… ��%

② いいえ …………………………………………… ��%

③ わからない ……………………………………… �%

●質問 �「あなたの研究機関には、自分の実験結果を他
のラボの PIや教員に相談できる制度がありま
すか？」

① はい ………………………… ��%

② いいえ ……………………… ��%

③ わからない ………………… �0%

●質問 �「これまでに先行論文で報告されている実験を
試みて、その実験結果が再現できなかったこと
はありますか？」

① はい ……………………………………………… ��%

② いいえ …………………………………………… ��%

③ わからない ……………………………………… ��%

●質問 �「あなたは自分の周りで実際に科学的不正に気
づいたことがありますか？」

① はい ……………………………………………… ��%

② いいえ …………………………………………… ��%

③ わからない ……………………………………… ��%

（追加質問） 「①と答えた人限定：あなたが気付いた不正
とは次のうちどれですか？」

① 捏造 ……………………………………………… �%

② 偽造・改竄 ……………………………………… ��%

③ それ以外 ………………………………………… ��%

●質問 �「あなたは前任者から引き継いだ実験を行って
います。しかし前任者の実験が再現できません。
あなたならまずどうしますか？」

① 一人で頑張る …………………………………… �%

② PIに報告する …………………………………… �0%

③ 同僚に相談する ………………………………… ��%

④ わからない ……………………………………… �%

●質問 �「ある実験結果の解釈が、PIとあなたとでどうし
ても一致しません。あなたならどうしますか？」

① しかたなく PIの意見に従う …………………… ��%

② なんとしても PIを説得する …………………… �%

③ 面倒だけど新たな実験を組む ………………… ��%

④ 他の人に相談する ……………………………… ��%

⑤ わからない ……………………………………… �%

●質問 �「ある雑誌にとても大事な論文を投稿しました。
査読結果が返ってきました。要求された実験を
行った結果、投稿論文の主張と一致しません。
あなたならどうしますか？」

① データを誰にも報告しない …………………… �%

② 同僚や PIに相談する …………………………… ��%

③ いさぎよく論文を取り下げるよう主張する … �%

④ わからない ……………………………………… �%

●質問�0「科学的不正をへらすために何が最も有効だと
思いますか？」

① 学部・大学院での教育を充実させる ………… ��%

② PIの質を高める ………………………………… ��%

③ コミュニケーションの機会を増やす ………… ��%

④ 科学的不正に対する罰則を強化する ………… �%

⑤ わからない ……………………………………… �%

以下、パネリストからの主な意見を抜粋する。
・科学的不正を防止するような教育をきちんとしている
機関は少ない。
・ラボ全体で実験結果を共有するという基本的なことが
行われていないラボが意外と多い。
・自分の周りで科学的不正に気が付いた人が ��％もい
たことはショックであった。この内容を精査すると、
いわゆる捏造は少なく、偽造・改竄やその他の不正が
ほとんどであった。でも本当に偽造・改竄だったかと
いうのは、かなりちゃんと調べないと分からない、勘
違いもあったかもしれない。
・どのくらい普段から PIと風通し話せるかが重要。大
事なことは、いかにきちんと実験ノート・記録を取っ
ておくかだろう。
・まず一人でとことん頑張るという意見が少なかった
が、これで将来自立してやっていけるか少々不安。
・PIと意見が食い違ったときには、一つの実験系では
なくて、複数の実験の結果を持って説得すべき。
・レフリーからのコメントは、結構次のステップに重要
なサジェスチョンが多いので、それを同僚や PIに相
談したり、ラボのセミナーで討論する雰囲気が大切。
・レフリーというのは必ず過大な要求をするものだが、
それに反論するのが我々の務めだというふうに思って
いただきたい。
・再現性を得られないということはよくあることで、再
現性が得られないときに、不正だと決めつける傾向は、
非常に怖いと思う。逆に再現性がない理由を突き詰め
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ると意外な発見につながったりする。
・PIのトレーニングを行うようなシステムが必要では
ないか。

・レビューというのは、研究者が嘘をつかないというこ
とを前提に行われているので、完璧に嘘をつかれたら
もうどうしようもない。それを防ぐためには全実験の
データを出すことも検討すべき。

Ⅱ . アンケート結果
　　（アンケート回収数：���名）
　　（回答は四捨五入で計算）

問 �　あなたの年齢は？
① ��歳以下 ………………………………………… ��%

② ��～ �0歳 ………………………………………… ��%

③ �0～ ��歳 ………………………………………… ��%

④ ��～ ��歳 ………………………………………… �%

⑤ �0～ ��歳 ………………………………………… �%

⑥ �0～ ��歳 ………………………………………… �%

⑦ �0歳以上 ………………………………………… 0%

問 �　あなたの現在の身分・職階は？
① 学部学生 ………………………………………… ��%

② 大学院生（修士） ………………………………… ��%

③ 大学院生（博士） ………………………………… ��%

④ ポスドク ………………………………………… �%

⑤ 大学教員（助教・講師・准教授） ……………… ��%

⑥ 大学教員（教授） ………………………………… �%

⑦ 研究員 …………………………………………… �0%

⑧ 主任研究員・チームリーダー・室長以上 …… 0%

⑨ その他 …………………………………………… �%

問 �　あなたは PI（Principle Investigator：ラボの主宰者）
ですか？
① はい ……………………………………………… �%

② いいえ …………………………………………… ��%

③ 場合による ……………………………………… �%

④ わからない・未記入 …………………………… �%

問 �　このシンポジウムを何で知りましたか？（複数回答）
① 学会ホームページ ……………………………… ��%

② ポスター ………………………………………… �%

③ 学会会報 ………………………………………… ��%

④ 会場内の広告 …………………………………… �%

⑤ 「実験医学」広告 ………………………………… �%

⑥ 他人に聞いた …………………………………… �%

⑦ その他 …………………………………………… �%

問 �　研究計画や実験結果を記録する「実験ノート（ラ
ボノート）」を使用していますか？

① ラボでルールを決めて使用している ………… ��%

② ルールはないが、各自書き方に気を付けて使用 … ��%

③ 使用しているが、書き方は気にしていない … ��%

④ 使用していない ………………………………… �%

問 �　実験ノートの書き方や管理について、不明点・疑
問点をお教え下さい

（主な意見の抜粋）
・書き方がわからない
・どこまで詳しく書けばいいのかわからない
・どんなノートを使うべきか？ルーズリーフはダメなのか？
・統一的なフォーマットがない
・自分のルールで十分なのかがわからない
・他人がわかるかが不安
・第三者によるサインの必要性が疑問
・実験ノートの管理・保管について疑問が多い

問 �　このシンポジウムの感想をお教え下さい。
① とても面白かった ……………………………… ��%

② まあまあ面白かった …………………………… ��%

③ 普通 ……………………………………………… �%

④ あまり面白くなかった ………………………… 0%

⑤ つまらなかった ………………………………… 0%

⑥ その他・未記入 ………………………………… �%

問 �　今年から開催時間を夜間からランチョンへ変更し
ました。どうでしょうか？（複数回答）

① ランチョン形式がよい ………………………… ��%

② 夜間（��時以降）がよい ……………………… ��%

③ その他・未記入 ………………………………… �%

問 �　今年は精神論的なものから、より具体的な方法論を
テーマにしましたが、いかがでしょうか？（複数回答）

① 具体的な方法論がよい ………………………… ��%

② もっと本質的な議論がよい …………………… �%

③ 時間が短くなっても両方とも必要 …………… ��%

④ 未記入 …………………………………………… �%

問 �0　今年新たに導入した『聴衆参加型レスポンスシ
ステム』はいかがだったでしょうか？

① 有効だった ……………………………………… ��%

② あまり意味はない ……………………………… �%

③ その他・未記入 ………………………………… ��%

問 ��　今まで �年間にわたり、このような活動を続け
てきましたが、効果はどうでしょうか？
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① 大いに効果がある ……………………………… ��%

② 多少効果はある ………………………………… ��%

③ あまり効果は感じられない …………………… �%

④ 全く効果はない ………………………………… 0%

⑤ 未記入 …………………………………………… ��%

問 ��　今後このような試みを続けるべきだと思いますか？
① 是非続けるべき ………………………………… ��%

② 続けるべきだが方法を変えた方が良い ……… �%

③ 止めた方が良い ………………………………… 0%

④ わからない・未記入 …………………………… �%

問 ��　ご意見・ご感想・今後取り上げて欲しいテーマ
など（一部抜粋）

【ご意見・ご感想】
・非常に面白いセミナーだった（同コメント計 �件）
・このような教育的テーマは多くの方が求めているの
で、もっと時間を割いても良い

・ハッキリとした判断基準がこれまでなかったので大
変参考になった

・意図しない不正が起きる危険性に気付けたので、若
手だけでなく、科学者には時々このような教育が必
要です

・とても身近な問題だったので今回のような話を続け
て欲しい

・共通の認識が持てて勉強になった
・精神論に陥らないことが重要
・このセミナーはかなり有意義なプログラムだと思う
・学部生ですが、わかりやすくて参考になる内容だった
・謙虚で丁寧な先生方ばかりでとても参考になった
・学会だけでなく、学校でもやって欲しい
・中山先生や山中先生の具体的な講演内容を一冊の本
にして全員に配布するのが良い

・講演の PPTファイルは学会ホームページにアップ
して欲しい

・Photoshopの所とか非常に参考になると思うので、
資料を紙で配布して頂きたかった

・是非、今回の結果を外に発信して欲しい
・研究でお忙しい中、このような問題に取り組んで頂
きありがとうございます

・教育が必要だ、ではなくリーフレットを作ろうなど、
もっと具体的な解決策まで進めていく方が良い

・パネルディスカッションが適当かわからないが、
ケーススタディ、報告書、啓発等は必須

・ネットを利用してシンポジウム前後に調査や疑問を
提起したらどうか

・議論をまとめたものの公表を随時行い、より詳細な
事例にも及ぶマニュアル的なものの作成につながっ

ていけば非常に良い
・結論が「科学を愛する」で済ませてはいけない

【聴衆参加型レスポンスシステムについて】
・非常に面白かった（同コメント計３件）
・他のテーマでも使用して欲しい
・眠たくならなくてとても良いと思う
・実体を知るためには良いと思うが、個人的にはもっ
と議論したかった

・レスポンスの人数（��0人）が少なすぎた
・全然意味がない
・クリッカーが配布されず残念だった（同コメント計

�件）

【開催形式について】
・もっと広い会場で開催して欲しい（同コメント計 �件）
・会場が狭かった／小さかった（同コメント計 �件）
・会場に人が入りきらなかった
・整理券を配布して欲しい（同コメント計 �件）
・�時間以上前から並ぶ必要があった
・午前のシンポジウムに出ていた人の中には、並ばず
に諦めた人も多いと思う

【今後取り上げて欲しいテーマ】
・研究室の運営や指導法
・ラボの風通しを良くする方法（ワンマンラボの改善）
・若手研究者による指導方法（現場レベルで）
・新人 PIのトレーニングコース
・若手の会の助教の先生とトーク
・再現性

Ⅲ . アンケート結果に対する分析
１）今回のシンポジウムは過去 �回の形式を大きく変
更した。まず、なるべく精神論を避け、具体的な方
法論にテーマを絞ったこと、開催時間を夜間からラ
ンチョンへ変更したこと、聴衆参加型レスポンスシ
ステムを導入したこと、が主な変更点であった。参
加者は予想をはるかに上回り、多くの方から「参加
したかったが入場できなかった」との苦情が寄せら
れた。例年に比べて予期せぬ大幅な参加者増は、嬉
しい誤算とはいえ、かなりの混雑・混乱が見られた
ことは大きな反省点である。そこで参加できなかっ
た人のために、内容については全文のテキストデー
タを本学会WEBサイトにて、また第一部の講演の
動画は㈱羊土社のWEBサイトにて公開している。

２）参加者年齢は �0歳以下が ��％と昨年の �倍以上
になった。逆に中堅～シニアクラスの参加者が非常
に減った。理由の一つは、問題をかなり具体的なテー
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マにしたので、実際に実験を行っている若者が多く
集まったということである。もう一つの理由は、恐
らく開場前に長蛇の列ができていたことによって、
中堅～シニアクラスの研究者が敬遠したことが挙げ
られよう。
３）身分・職階については、昨年・一昨年に比べて学
部生が ��％と大幅に増えた。大学院生（修士・博士）
が ��%とほぼ倍増し、ポスドク・助教・准教授ク
ラスが半減、教授・主任研究者クラスは激減した。
これを PI・non-PIで分けると、PI：non-PI＝ �：�

程度であり、かなり若手に偏った参加となった。本
シンポジウムの目標の一つには PIの教育も含まれ
ているため、もう少し中堅～シニアクラスの参加が
望まれるので、次年度からは会場の広さを考慮する
など、中堅～シニアクラスにも配慮する必要がある
だろう。
４）シンポジウムに対する感想では、「とても面白かっ
た」が ��％（昨年 �0％、一昨年 ��％）、「まあまあ
面白かった」と併せると ��％を占めた。今年は新
しい試みが大変好評を拝したと思われ、啓発活動と
しては大きな成功であったと言えよう。
５）シンポジウムの開催時間については、例年ポスター
と重複するなどして、かなりの苦情が寄せられてい
たので、今年は思い切ってランチョン枠を確保した。
これは ��％の参加者からの支持を得た。
６）聴衆参加型レスポンスシステムは今年初めて導
入したが、�0％以上の方から有効だったとの評価を
得た。ただレシーバーを無料で貸与してもらったの
で、�00台ちょっとが限度であり、もっとレシーバー
を配って欲しいという意見が多数聞かれた。来年も
また同じシステムを導入するなら、もっと多くのレ
シーバーを用意するように努力したい。
７）このような取り組みを続けるべきかどうかという
問いについては、「是非続けるべき」が ��％（昨年
は ��％、一昨年は �0％）と驚異的な支持率を得た。
これほど多くの学会員がこのような取り組みを支持
していることを根拠に学会・年会執行部に対してよ
り一層の支援をお願いしていくつもりである。

Ⅳ . 科学的不正防止に関する今後の若手教育の
あり方について
　私達WGは、過去 �年間にわたって科学的不正に対
する若手教育のあり方について討議を重ねてきた。本
質や理想を大切にしつつも、単なる精神論で終わらぬよ
う、常に心に戒めを抱いて活動を行ってきた。昨年まで
は本質論・精神論を中心にシンポジウムを行ってきたが、
昨年より少しずつ具体論にも踏み込むべく舵を切り始め
た。まず、PNE誌上で『正しい知識が捏造を防ぐ ̶ デー
タを正確に解釈するための �つのポイント』というシ
リーズの連載を開始し、�00�年年会ではシンポジウム
を大きく革新して技術論を中心とした企画としたが、こ
れらには予想を超える大きな反響があった。やはり車の
両輪のように、本質と現実が大切であることを痛感させ
られた。

　なお、本シンポジウム開催にあたり、全面的にご支援
下さった岡田清孝理事長、小原雄治年会長、いつもわれ
われの活動に対して適切で親身なご助言を下さる柳田充
弘研究倫理委員長および同委員の皆様に感謝申し上げま
す。また福田博氏・並木孝憲氏をはじめとする学会事務
局の方や峰崎愛氏・内田知孝氏をはじめとする年会事務
局の方には格別のご協力をいただきました。この場を借
りて深く感謝申し上げます。

　（追記）�00�年末をもって、山中伸弥・加藤茂明、そ
して私（中山敬一）の �名はWGを退任することにな
りました。私などが座長を務めるのは僭越ではありまし
たが、やるからには最高の成果を出したいという思いか
ら、日本で最も多忙な研究者に多くの負担をかけること
になったことは本当に心苦しい限りでした。私はこのよ
うな次世代リーダーと目される方達が（多忙な時間の合
間を見つけて）真剣に議論している姿を若者に見せるこ
とこそが何よりの若手教育だと信じて、この方針を立て
ました。しかしWGのメンバーは誰一人として傍観者
的な方はおらず、常に積極的にこの問題に関与していた
だいたこと、さすがに一流の科学者の見識は違うと感じ
た次第です。本当に感謝に堪えません。どうも有り難う
ございました。�0�0年からは水島新WG座長の体制の
下、益々この問題に対して議論を深め、より具体的な方
策を立てられるものと思います。今後とも本WGの活
動に関する会員諸氏のご理解とご協力を切にお願いする
次第です。
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第 32 回日本分子生物学会年会・男女共同参画企画ランチョンワークショップ開催報告

　第 ��回年会において男女共同参画企画ランチョン
ワークショップ「女性リーダーが増えるには何が必要か
～「制度改革」だけでは変わらない現状をふまえて～」
を開催した（平成 ��年 ��月 �日（水）��:��~��:00、パ
シフィコ横浜会議センター。企画：男女共同参画委員会、
世話人：杉本亜砂子・漆原秀子）。会場は約 ��0名の参
加者で満席となった。ワークショップおよびアンケート
結果概要について以下に報告する。なお、ワークショッ
プ全文、ワークショップで用いた資料およびアンケー
ト結果は分子生物学会Webサイトに掲載した（ http://

wwwsoc.nii.ac.jp/mbsj/gender_eq/ws�00�.html ）。いず
れも極めて興味深い内容なので是非ご覧いただきたい。

Ⅰ．ワークショップ概要
【第一部】イントロダクション「日本分子生物学会にお
ける男女共同参画の現状」
　杉本亜砂子（男女共同参画委員長／理研 CDB）

　第一部では、日本分子生物学会における男女共同参画
の現状についての数値データを紹介した。日本の科学技
術分野全体では女性研究者は ��％にすぎず、先進国で
は最低レベルである。分子生物学会の女性会員は ��.�%

（学生会員 ��.�%、一般会員 ��.�%）であり、科学技術分
野全体の平均よりは高いものの、役員（理事・幹事）の
女性比率は �.�%と低い点が課題である。役員の女性比
率に関しては、次回の理事選挙から理事定員 �0名のう
ち最低 �名を女性とすることが前回の理事会で承認さ
れ、今後の改善が期待できる。
　また、今回の年会ではじめて行った年会演題発表者の
属性調査結果についても報告した。ポスター発表者の女
性比率は ��.�%で学会員の女性比率と同等であったが、
ワークショップスピーカー（��.�%）やシンポジウムス
ピーカー（�.�%）の女性比率は、�0代～ �0代の幅広い
年代にわたってポスター発表者の女性比率よりも顕著に
低いことが明らかとなった。ワークショップ・シンポジ
ウムのオーガナイザーの女性比率はそれぞれ �.�%、�.�％
とさらに低水準となる。今回の調査からは、スピーカー
やオーガナイザーとなる女性が相対的に少ない理由は明
らかではないが、年会のワークショップやシンポジウム
における女性会員の活躍が今後増えていくことを期待し
たい。演題発表者の属性調査を継続することで今後の推
移を見守りつつ、対策についても引き続き検討していく
予定である。
　最後に、本学会員に対するアンケート調査結果の中か
ら、研究室主宰者（PI）志望者率の男女差に関する数値

データを紹介した（データ出典：第 �回バイオ系専門職
における男女共同参画実態の大規模調査の分析結果）。
「将来の理想の職は」という問いに対して、男女ともに

�0％以上は研究職志望であり性差はほとんどないが、そ
のうち PI志望者は女性は ��.�%であるのに対して男性
は ��.�%と �倍近い開きがあり、PIを目指すかどうかの
「意識」に男女差があることが示された。これらのデー
タをふまえて、第二部および第三部の議論をおこなった。

【第二部】講演「男女間の昇進格差はなぜ発生するのか？」 
　大竹文雄（大阪大学 社会経済研究所　教授）

　第二部では、大竹文雄氏に、昇進の男女間格差につい
て経済学的な視点からご講演いただいた。男女の昇進格
差としては、�) 経営者や管理職による差別、�) 体力差
による生産性格差、�) 学歴格差、�) 離職率の差に伴う
企業特殊訓練の差、�) 女性に不利な職場慣行・職場環境、
�) 昇進競争・リスクへの態度の差、などの理由が考え
られている。特に、�)に関する最近の研究について詳
しく紹介された。
　昇進競争に参加するかどうかを決める要因としては、
�) 競争そのものに対する好み、�) 自信過剰の程度、�) 

危険回避度、�) フィードバック回避度（勝ち負けの結
果を知らされることを嫌う度合い）が挙げられる。これ
らに男女差があるという研究結果が最近報告されてい
る。一般に、女性よりも男性の方が自信過剰であり、男
性の方が競争好きだということがわかってきている。そ
の結果、昇進競争に参加する男性比率が高くなること
で、管理職の男性が多くなることが説明できる。さらに、
大竹教授の阪大での研究から、競争する相手の男女比に
よって自信過剰の程度に違いが出ることが明らかになっ
た。男性は女性がいないと自信過小になり、女性は男性
がいないと自信過剰になる傾向がある。この競争選好の
性差は、生物学的影響（性ホルモンなど）と文化的影響
の双方に依ると考えられる。
　最後に、理系分野で女性リーダーを増やすための �つ
の対策が提示された。第一に、管理的研究者の差別観を
なくすこと。これを実現するためには業績評価を厳しく
すればよく、結果として差別的研究室は衰退するはずで
ある（男女の能力は基本的に同等なはずなので、女性の
割合が少ないということは能力の低い男性をより多く雇
用していることになるため）。第二に、女性研究者が不
利にならないような体制（労働環境や育児支援）を整備
することである。第三に、昇進競争への選好の性差につ
いての対策である。この性差が文化的な理由で生じてい
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るのであれば、教育で修正が可能なはずである。また、
女性中心の研究グループを作ったり、採用に女性枠を設
定することで競争環境をゆるめることも、政策の方向性
としてあり得る。

【第三部】パネルディスカッション「将来に向けて：女
性リーダーを増やすための戦略」
パネリスト：
　大竹文雄（大阪大学 社会経済研究所　教授）
　山本正幸（東京大学大学院理学系研究科　教授）
　鳥居啓子（University of Washington　Professor）
　島田純子（科学技術振興機構）
コーディネーター：杉本亜砂子（理化学研究所 CDB）

　第三部では、大竹文雄氏に加えて、山本正幸氏、鳥居
啓子氏、島田純子氏に登壇していただき、第一部・第二
部をふまえて女性リーダーを増やすための戦略について
のパネルディスカッションを行った。以下に主なトピッ
クと各パネリストの意見の要約を示す。

＜大竹文雄氏の講演に対して＞
・生物学的な男女差は存在するが、それを強調しすぎる
のはかえって危険であり、結局は個人個人を見て対応し
ていかなければならない。（山本）
・女性の多い自分の研究室では、個々のメンバーは競争
好きではないが、チームとしての競争力や効率は非常に
高い。（鳥居）
・共学高校と女子大に通った自らの経験から、女性のみ
の集団で女性のリーダーシップが育ちやすいことを実感
した。（島田）

＜アメリカと日本の育児環境の違い＞
・アメリカの大学の育児施設はさほど整っているわけで
はなく、保育園の費用もポスドクの手取りの �割がそれ
で飛んでしまうくらい高い。しかし、子どもを非常に大
事にする社会であり、子育てを応援してくれる雰囲気が
ある。子どもを職場に連れてくるのは普通に見られる光
景であり、社会のトレランスが日本とは違う。（鳥居）

＜女性 PIが増えない理由＞
・能力が同じであれば男性と女性はイコールに扱うとい
う意識は定着している。しかし、教授人事などでは応募
してくる女性は数えるほどしかない。（山本）
・科学技術振興機構（JST）の「さきがけ」の女性応募
者は �割程度いるが、CRESTでは �－ �％程度しかい
ない。JSTからは、評価が同等であれば女性を採用する
ように選考委員会に働きかけているが、応募者比率より
も採択者比率を高くするのは難しい状況である。（島田）

・教授等の採用の場合には、応募者の女性比率やマイノ
リティー比率の数値を公開することになっている。「同
等の能力だったら女性を採る」というのは、おそらくア
メリカではもう行われていないが、最終面接に女性やマ
イノリティーを加えるような努力を行っている。（鳥居）

＜夫婦の雇用＞
・家庭を持っている女性研究者は、家族と別の都市の公
募には応募しにくいのではないか。アメリカではかなり
積極的に夫婦の雇用（spousal hire）を推奨している。（鳥
居）
・そのようなシステムがあれば良いと思うが、日本の大
学ではそのようなことの決定権が誰にあるかすらはっき
りしておらず、非常に難しい問題である。（山本）

＜女性 PIを増やすための対策＞
・JSTでは CREST やさきがけのようなファンドの中で
女性研究者を増やす働き掛けをしている。募集要項には、
男女共同参画の観点をふまえて募集・審査を行うという
メッセージを掲載している。「なでしこキャンペーン」
では、CRESTやさきがけなどのファンドの中での女性
研究者の活躍の様子をWeb上でロールモデルとして示
すことで、女性の後進に続いてもらいたいと考えている。
同程度であれば女性を採択するように選考委員には依頼
している。その結果、徐々に女性は増えているが、画期
的な増加とはなっていない。（島田）
・JSTのプロジェクトに参加している研究員が出産・子
育てなどのライフイベントに遭遇した場合には、研究補
助員の雇用や実験の外注などに使える �00万円ほどの研
究費を出すという試みを行っている。研究代表者本人に
ライフイベントが発生した場合には、代理を立てるか研
究期間を延長するということが可能になっている。（島
田）
・全米科学財団（NSF）では �00�年から女性教官の増
加を推進するための ADVANCEプログラムが作られた。
これは大学組織レベルの改革をするためのファンディン
グであり、自分が所属する University of Washingtonに
も �00�年から �00�年まで約 �億円の資金が投入された。
プログラムとしては、女性研究者のメンタリングシステ
ムや、女性教員向けのセミナー開催、ライフタイムイベ
ントが生じた人に対してファンディングを出すプログラ
ム（Transitional Support Program；TSP）などがある。
自分の場合は、第一子出産後にポスドクを雇用する際に
TSPの援助を受けた。夫も TSPの援助を得ることで講
義が免除され、研究と子育てに集中できた。（鳥居）

＜意識改革の方策＞
・女子中高の場合は女性がリーダーシップを採る機会が
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多くなる。中高生のころにリーダーシップをとったこと
のある人は、大人になっても所得が高かったりリーダー
になっているという研究結果がある。女子校でなくても
女性にリーダーシップを取らせる教育をしていけば、女
性リーダーが育成されるのではないか。（大竹）
・女性に限らず、引っ込み思案になっているというケー
スはかなりあると感じる。応募者に育児などの理由で研
究期間のブランクがあれば、採用する側もそれを勘案し
た上で応募者の能力を判断している。業績が少ないこと
が説明できる理由があるのであれば、それを書いた上で
応募するなどの工夫をしたらよいと思う。（山本）
・大学院生として山本教授の研究室に所属していた際に
ありがたかったのは、男子学生も女子学生もまったく同
じ教育方針で指導されたことである。また、少しずつ高
いハードルに挑戦する機会を与えられたことで、競争や
ストレスのかかる状況に対する耐性が徐々に作られたと
感じている。女性はストレスに弱いから仕事を任せない、
というのではなく、本人を成長させるような仕事を指導
者が与えていくことも必要なのではないか。（杉本）
・女性研究者といっても一人一人違うので、もっと人数
が増えていろいろな成功の道筋があるということが見え
てくるのが理想的だと思う。（鳥居）
・事業仕分けの対象になったが、科学技術振興調整費の
女性研究者育成モデル育成・加速プログラムを国がした
からこそ、大学が変わる気になった、大学を変える力に
なったという話を聞く。JSTもその流れに乗ってやって
いきたい。国が動けば大学も変わる。国を動かすのは研
究者の皆さんの声なので、一緒に変えて行ければと思う。
（島田）

Ⅱ．ワークショップ後のアンケート集計結果

＜ 1＞　回答者の属性
・性別 ・年齢

・身分・職階

＜2＞　今回のワークショップの感想をお教えください。

（自由記述の概要）
　リーダー志望意識を扱った点、実験データが示された
点が斬新であり、意識の改革が必要であることを認識し
たという感想がほとんどであった。女性の意識改革が必
要という意見が男性からも女性からもあった点は特筆す
べきである。一方、女性 PIが増えることが本当に必要
なのかという問いかけも含めて、多面的な分析の必要性
を指摘する意見があった。また、ワークショップ自体の
改善希望として、年齢や立場等、より多様なパネリスト
やフロアからの意見が出せる時間を望む声があった。

＜ 3＞　本年会では演題発表者の属性調査をはじめて
行いましたが、今後もこのような調査を続けるべきだ
と思いますか？
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（自由記述の概要）
　調査の継続を希望、調査結果によって現状が理解でき
たという評価、調査結果を今後の施策に反映できるよう
にすべき、などのポジティブな意見がほとんどであった。

＜4＞　今後も年会において男女共同参画ワークショッ
プを行うべきだと思いますか？

（自由記述の概要）
　分子生物学会年会企画としての継続を望む意見が多
かったが、市民講座や他の学会との共同開催等、実施形
態に対する提案もあった。今後取り上げて欲しいテーマ
としては、「女性リーダー」、「意識改革」、「統計データ」等、
今回のワークショップの内容を深める、あるいは発展さ
せる内容と、「家庭との両立」、「経験談」、「セクハラ問題」
等、具体的で身近な問題に関するもの多数があげられて
いた。

＜ 5＞　今後、男女共同参画委員会で行って欲しい事
業やイベント等があればお教え下さい。

（自由記述の概要）
　政治的・社会的な対外的活動の提案に加え、女性研究
者と話す会、女性リーダー養成教育、就職支援等の具体
的で身近なサポートを望む声が多かった。

＜ 6＞　その他、ご意見がありましたらご自由にお書
き下さい。

（自由記述の概要）
　職場環境や社会に対しての要望、ロールモデルの重要
性、特に PIになりたいとは思わないという意見等、実
にさまざまな記述があった。

　この項目に限らず、記述の全て、特にニュアンスまで
はとうていまとめられていないので、是非ともウエブ
ページの全文を読んでいただきたい。ワークショップの
反響から企画の意図が十分に伝わったと考えられ、また、
今後の活動に役立つ貴重な意見が多かったが、最も印象
的だったのは記述の多様性であった。既成概念だけにと
らわれず、研究現場の現状を正しく把握した活動が必要
であることが改めて認識された。

Ⅲ . 今後の年会企画について

　アンケート回答者の ��%が年会ワークショップの継
続を積極的に支持していることから、今後もアンケート
回答などを参考にテーマを絞り、新たな企画を考えてい
きたい。また、今回はじめて行った年会演題発表者の属
性調査についても ��％が継続すべきと考えており、経
時的数値データに基づいた分析と対策を期待する声が多
く聞かれた。次回年会は生化学会との合同開催であるた
め生化学会との調整が必要であるが、演題発表者の属性
調査は続ける方向で検討したい。

（文責：杉本、漆原）
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日本分子生物学会　男女共同参画委員会 2009

～年会における女性のactivity向上を目指して～
　日本分子生物学会年会における発表者の属性統計

” 学会のシンポジウムでの発表者やオーガナイザーの女性の比率は
学会員全体の女性の比率と比べて低いのではないだろうか？ ”

日本分子生物学会男女共同参画委員会はこのような疑問をもち、2009年度から年会発表者の
演題カテゴリーごとの属性調査を経年的に行うことにしました。

比較データ　
会員の男女比（2009年10月30日現在）

24.6%

75.4%

会員全体

女性 男性

33.8%
66.2%

学生会員

33.8%
19.9%

80.1%

正会員

　

日本語演題登録者数
3552名

シンポジウム

オーガナイザー

スピーカー

登録者数　　　　回答数（回答率）
ワークショップ（WS）

14/34名(41.18％) 72/114名(63.16％)
157/246名(63.82％)45/112名(40.18％)

 集計結果２（年齢層分布と男女別職階分布）

 集計結果１（男女比）
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まとめ
今回の調査結果は当初の疑問を裏付けるものであり、女性の積極的な参画を呼びかけ続ける必要性が示唆された。

女性はより若い世代の活躍が示唆された。今後シンポジウム・WSのオーガナイザー、スピーカーへの、男女を問
わず若い世代の応募・登用を呼びかけることが、年会における女性のvisibilityを上げることにもつながるのではな
いだろうか。

今回の調査ではシンポジウム・WSの演者についての回答率が低かったという問題点がある。その大きな要因とし
て年齢層についての回答を演者から得ることの困難さが多くのオーガナイザーから指摘された。継続的でより意義
のある調査結果を得るためには、来年度以降の調査方法について再検討する必要がある。

シンポジウム・WS
演者の女性率は、学会員
全体の女性率に比べて

低い

29.7%

70.3%

女性 男性
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特定非営利活動法人　日本分子生物学会　第 16 期第 3 回理事会記録

日　時：�00�年 ��月 �日㈫ ��:00～ ��:00

場　所：�パシフィコ横浜 会議センター　�階「���＋
���」

出席者： 岡田清孝（理事長）、町田泰則（副理事長）、荒
木弘之（第 ��回副年会長兼）、上村　匡（編集
幹事兼）、大隅良典、加藤茂明（広報幹事兼）、
小安重夫、篠崎一雄、篠原　彰、白髭克彦、杉
本亜砂子、田畑哲之、辻本賀英、永田恭介、正
井久雄、升方久夫、水島　昇、山中伸弥、山本
正幸、渡邊嘉典、小川智子（監事）、石野史敏（庶
務幹事）、小林武彦（集会幹事）、宮園浩平（集
会幹事）、小原雄治（�00�年会長）、以上 ��名

欠席者：�鍋島陽一（副理事長）、相沢慎一、饗場弘二、
審良静男、貝淵弘三、影山龍一郎、片山　勉、
塩見春彦（会計幹事兼）、長田重一、柳田充弘
（Genes to Cells編集長兼）、吉川　寛（監事）、
谷口維紹（第 ��回年会長）、花岡文雄（第 ��

回年会長）大隅典子（�0�0春季シンポジウム
世話人）、以上 ��名

事務局：福田　博（記録）、並木孝憲、丸田夏子
関係議題参加者：峰崎　愛（第 ��回年会事務局より）

本理事会成立について：
　石野史敏庶務幹事より、理事 �0名、監事 �名、幹
事 �名、議題関係会員 �名が出席し、委任状 ��名（理
事 �0、監事 �）を受理しており、本理事会は細則第 �

章第 �条により成立する旨、報告された。
議事録署名人の選任について：
　岡田清孝理事長より、議事録署名人として、水島 

昇理事と渡邊嘉典理事が指名され、承認された。
議　事：
　議事に先立ち、岡田理事長より第 �期会長 三浦謹
一郎会員の訃報（本年 �月 ��日ご逝去）につき報告
がなされ、黙祷を奉げた。
１．報告事項
１）庶務報告（理事長報告、庶務幹事報告）

・会員現況
石野史敏庶務幹事より、�00�年 ��月 �日現在
の会員数につき以下のとおりに報告がなされ
た。
名誉会員 �名
正 会 員 �000�名 （海外在住含む）
学生会員 ��0�名 （海外在住含む）
賛助会員 ��社 　　　　　　　
合　　計 �����名 （前年 ��月対比、－ ��）

昨年同時期に比べ ��の減であるが、年会会期
中に、例年 �00名ほどの学生会員の入会がある
ので、会員数としては概ね横ばいである。

・第 ��期理事会の任期について
岡田理事長より本理事会の任期について以下の
説明があり、承認された。
―　第 ��期理事会任期　―
＜当初の考え方＞ 事業年度 /会計年度に合わ
せ、役員の任期は �0月 �日～翌年 �月 �0日と
していた。
●第 ��期理事会の任期：�00�年 �0月 �日～
�0�0年 �月 �0日（�年間）
＜経緯＞ 第 ��期理事会において、�00�年 �月
に法人に移行（東京都の認証）、その後、�00�

年 �0月より第 ��期理事会へ移行した。理事は
投票により選任され、監事は �00�年 ��月の総
会にて選任・承認された（定款 第 ��条より）。
総会記録、会計報告、新役員の住民票等を一
式添付のうえ、東京都への事務手続きを経て、
�00�年 �月 ��日付にて役員登記、さらに決算
書類に準拠し資産総額の登記が終了した。
（※ 東京都の考え方 /今後の本会の対応・取
り扱いにつき、行政書士に相談し、以下の説
明を受けた）
『分子生物学会は、通常総会の開催時期が ��

月であるので、今後も �年に �度の理事会交
代の際の実質的な登記変更は �月半ばとな
る。定款にある理事の任期 �年は、登記から
�年を越えてはならない．といった法務上の
解釈となるので、第 ��期理事会の実質的な
担当任期を �0�0年 ��月末日までとし（�カ
月の任期延長）、第 ��期理事会任期を �0��

年 �月 �日～ �0��年 ��月 ��日とすること
が望ましい．したがって今後、役員の任期は
�月 �日～翌年 ��月 ��日の �年間となる．
これは現定款の運用範囲内での適用であり、
定款変更は必要としない．』
＜特別移行措置＞ 役員変更登記の法務手続き
に合わせるための特別措置として、第 ��期理
事会の任期を � ｹ月延長して、
●第 ��期理事会の任期（特別移行措置）：�00�

年 �0月 �日～ �0�0年 ��月 ��日
とすることが承認された。
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・科学技術予算に関する緊急対応について
　行政刷新会議の事業仕分け評価への理事会対
応であるが、偶然にも ��月 ��日に将来計画検
討委員会開催があり、執行部は同委員会の協力
を得て、このたびの緊急案件に対処することと
なった旨、岡田理事長より報告があった。
　��月半ばに学会単独（理事長と第 ��回年会
長の連名にて）および多くの学協会との連名の
形で、事業仕分けに対する意見表明（要望書提
出）を行った。さらに、��月 ��日には会員一
斉メール配信を行い（アンケート期限：��月
��日）、会員からの意見を集めた。石野庶務幹
事、篠原 彰将来計画検討委員、杉本亜砂子同
委員の �氏にアンケート編集担当の作業を依頼
し、提出された意見の事業番号別仕分け・編集
作業を行なった。全アンケート記録は、��月 �

日に学会 HPに掲載されているが、寄せられた
意見の量（印刷ページ）の関係から、ほぼ �/�

を選ばせてもらい、印刷版資料を作成した（冊
子資料：緊急フォーラム当日配布）。
　引き続き、岡田理事長より、緊急フォーラム
の開催準備状況の説明がなされた。
○科学技術予算に関する緊急フォーラム
「事業仕分けから日本の未来の科学を考える」
日時：��月 �日㈬ ��:00～ �0:�0

会場：第 ��回年会／第 �会場（パシフィコ横
浜 会議センター �階 �0�）
企画概要／趣旨：
　本年 ��月に開催された新政府の行政刷新委
員会による事業仕分けは、結果的に、“学術・
科学技術”の分野に深い爪痕を残した。日本
分子生物学会は単独および学会連合などを通じ
て、事業仕分けに対する反対アピールを出して
きたが、事態は未だ不透明である。問題はいく
つかあるが、新政府が科学政策に対する明確な
方針を示さないまま事業仕分けを行なったこ
と、仕分け作業自体も民主主義国家で行なわれ
たことが信じられないほど粗雑で乱暴なもので
あったことにあると思われる。
　事業仕分けにおける“討論バトル”自体は、
一般国民に高い好感度でもって評価されたと聞
いているが、しかし、我々が心配していること
は、事業仕分けで出された結論がそのまま実行
されることになれば、日本における“学術・科
学技術”の発展を大きく損ない、国家に多大な
損失を与える取り返しのつかない内容となるこ
とである。
　そこで本学会は、年会初日である ��月 �日

に緊急フォーラムを開催し、文部科学省（パネ
リストは研究振興局ライフサイエンス課長 石
井康彦氏、研究振興局学術研究助成課 企画室
長 山下恭徳氏）、新政府からもご出席をいただ
き（最終的に民主党からの出席者はなく、後藤 

斎政務官のメッセージを石井課長が代読され
た．）、学会員との建設的な話し合いから事態を
正常化させたいと強く願っている。科学者がど
のように国家政策に関わって行くべきかを考え
る絶好の機会でもあり、健全な科学の発展のた
めに科学者の取るべき行動についても議論をし
たい。
　同フォーラムの司会進行は石野庶務幹事、ア
ンケート結果の概要説明は篠原委員、パネリス
トとして、石井課長、山下企画室長、小原雄治
第 ��回年会長、理事長の �名が壇上に上がる
予定である。同フォーラムは、けっして文科省
との対立の場でなく、会員との建設的な対話を
含め、現在の混乱を収拾するとともに将来の
新しい方向性を築くために、「文科省、政府と
協調した新しい科学政策立案へ向けての制度作
り」および「科学者から国民へ向けたメッセー
ジ」の重要性を確認する場としたいことが岡田
理事長より報告された。

２）第 �回日本分子生物学会三菱化学奨励賞選考結果
報告
　田畑哲之賞選考委員長より、標記奨励賞候補とし
て �件の応募があり（同 �件のほか、取り下げ �件、
返却 �件あり）、委員会による審査・選考の結果、
以下の �名が受賞者として決定したことが報告され
た。
○ 稲葉謙次（九州大学生体防御医学研究所 特任准
教授）

【研究題目】
（和文） 細胞品質管理に関わるタンパク質ジスル

フィド結合形成・開裂因子の構造基盤の
確立

（英文） Str uctural basis of protein disulfide 

formation and cleavage factors involved in 

protein quality control in the cell

○ 小松雅明（東京都臨床医学総合研究所 副参事研
究員）

【研究題目】
（和文） 健康と病態における選択的オートファジー

の先駆的研究
（英文） In-depth analysis of selective autophagy in 

health and disease
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３）各種学術賞、研究助成候補への学会推薦状況につ
いて
　田畑賞推薦委員長より、�00�年に本学会より推
薦した各種学術賞について報告がなされた。引き続
き、町田泰則研究助成選考委員長より、�00�年の
研究助成推薦状況と結果等について報告が行われ
た。
４）石野庶務幹事（大隅典子世話人代理）より、第

�0回（�0�0年）春季シンポジウムの開催概要の報
告がなされた。
・テーマ「分子を語る、分子で語る」
・会　期：�0�0年 �月 �日㈪～ �日㈫
・会　場：ホテル松島大観荘（宮城郡松島町）
・定　員：�00名
　第 �0回春季シンポジウムは、第 �回以来とな
るスクール形式（�泊 �日）で開催する。学生や
ポスドクなど若手に多く参加してもらい、ともに
学びながら活発な議論のできるシンポジウムとな
るよう企画を進めている。プログラム内容は、基
調講演 �題（東大先端研センター 菅 裕明 氏、東
北大 山本雅之 氏）とワークショップを予定して
いる。前日の �月 �日には、仙台市博物館にて市
民公開講座を開催する。公開講座の講演は片桐秀
樹 氏（東北大）と岡野栄之 氏（慶應大）に依頼
している旨報告された。

５）小原雄治第 ��回年会長より配布資料に基づき準
備状況の報告がなされた。一般演題投稿数は ����

題（うち Late-breaking abstracts 投稿は ��� 題）、
事前参加登録は ����名となり、順調に準備が進ん
でいる。学部学生（参加費無料）の事前登録が ���

名あった。経済状況を反映して、展示企業の小間数
は直近の単独開催年会より減り ���小間となり、バ
イオテクノロジーセミナー（ランチョンセミナー）
も昨年（BMB�00�）の ��減で ��枠となった。
　新しい試みである ITの積極活用（講演要旨集の
オンライン化・同メニューは携帯電話にも対応）に
ついては、概ね予定どおりに進めることが出来た。
オンライン要旨は ��月 �0日（金）より利用を開始
し、�0�0年 �月末まで閲覧可能とした。要旨集の
会期終了後の一般公開については要旨内容の充実を
考慮して、今回、一般公開は見送ることとした旨報
告があった。
　ポスター発表 /討論においては、ディスカッサー
制度（約 �00名の PIにディスカッサーを依頼）を
導入し、「Meet the Symposists」企画など、議論で
きる機会を設けたことの報告がなされた。
　例年の年会に比べて海外演者招聘補助を充実さ
せ、各シンポジウムには若手 PIを中心とした複数

の外国人演者を招聘した（シンポジウム ��名、ワー
クショップ ��名）。国際性の向上を目標に、要旨の
英文執筆推奨を実施し、シンポジウムは要旨・講演
ともに英語で統一し、一般演題においても英文執筆
を推奨した結果、投稿された演題の英文執筆率は
��.�％であった（BMB�00�では ��.�％）。

６）宮園浩平集会幹事（谷口維紹第 ��回年会長代理）
より第 ��回（�0�0年）年会につき報告がなされた。
・名称： 第 ��回日本分子生物学会年会・第 ��回日

本生化学会大会 合同大会
・略称： BMB�0�0（Biochemistry and Molecular 

Biology �0�0）
・会期：�0�0年 ��月 �日㈫～ �0日㈮の �日間

（��月 ��日㈯に東京にて市民公開講座を
開催予定）

・会場： 神戸ポートアイランド（全 ��の講演会場
＋ポスター会場、展示会場）

・組織委員：
第 ��回日本分子生物学会年会
年 会 長　谷口維紹
庶務幹事　宮園浩平
幹事補佐　武田弘資、宮澤恵二

第 ��回日本生化学会大会
会　　頭　田中啓二
庶務幹事　水島　昇
幹事補佐　石原直忠、反町洋之

このほか全国の約 �0名の方にプログラム委員を
委嘱中
・プログラム案
①プレナリーレクチャー
現役で活躍する比較的若手の研究者に講演いた
だく。海外演者・国内演者の �つのレクチャー
を二会場（ポートピアホール、会議場メインホー
ル）で各日同時開催とする。

②シンポジウム
�日間を通して最大 ��テーマのシンポジウム
を開催する。年会長企画シンポジウム、プログ
ラム委員企画シンポジウムを柱に、残った開催
枠に公募採択企画を当てはめる。（* 後日、��

月 ��日開催の第 �回準備会議にて、会員より
公募する企画はワークショップと位置付けるこ
とに変更．ただし内容によってシンポジウムと
して採択する可能性もある．）

③一般演題
ポスター発表および一般口頭発表演題として �

月に募集する。
④市民公開講座
「病気の原因を見つけその克服を目指す生命科
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学（仮）」をテーマとして、年会翌日の ��月
��日㈯午後に東京で開催する。

⑤その他のプログラム
マスターズレクチャーやフォーラムを企画予
定。詳細は今後検討する。

・その他
要旨集の作成形態（印刷冊子、CD-ROM、オン
ライン等）は今後検討する。会計体制は従来を
踏襲することとし、両学会の案分は従来通り、
分生 �：生化 �とすることとした。

７）永田恭介理事（花岡文雄第 ��回年会長代理）よ
り第 ��回（�0�0年）年会につき報告がなされた。
・会期： �0��年 ��月 ��日㈫～ ��日㈮の �日間
・会場：パシフィコ横浜
・年会長：花岡文雄
・組織委員： 永田恭介（委員長）、菅澤　薫、三浦正幸、

柳澤　純
今年の第 ��回年会の開催実績をふまえ、魅力ある
年会となるように、今後、学術企画を検討していき
たい。来年 �～ �月に、第１回準備会議を開催し、
具体的な準備作業に入る予定である旨、永田理事よ
り報告された。
８）上村 匡編集幹事より学会誌『Genes to Cells』の
編集報告が行われた。
・収支報告について
出版契約の改定後、初めてとなる収支報告（�00�

年）がなされ、学会誌発行に掛かる学会の収支
が大幅に改善された。約 �,�00万円の出版利益を
本学会と出版社とで �,�00万円ずつ折半した。編
集経費（GTC編集事務局に関わる費用や編集長
への謝金）についても、�00万円を上限に立替精
算が可能となったことが収支改善に寄与している
（オンライン費用は従来と同様、年額 ���万円を
出版社に支払った）。

・編集体制等について
新たに設置された「Genes to Cells将来計画ワー
キンググループ」の第 �回会合を �月 ��日に名
古屋で開催し、著者負担による論文オープンアク
セスの選択肢を設けること、投稿規定の見直しを
図ること、編集委員の大幅な入れ替えを行うこと
などを活発に議論した。その後、出版社とも協議
を重ね、出版から半年を待つことなくオープンア
クセスに設定可能な「Online Open」を �月中旬
に導入した。また、投稿規定の改定および以下の
とおりに編集委員の追加を行った。
○新編集委員（�00�年 �月～）�0音順、敬称略
小室一成、塩見春彦、篠原 彰、白川昌宏、白髭克彦、
濡木 理、平岡 泰、宮脇敦史

○新編集委員（�0�0年 �月～）�0音順、敬称略
飯野雄一、上田泰己、上村 匡、影山龍一郎、倉
田のり、五島剛太、後藤由季子、小林武彦、近藤 滋、
佐谷秀行、杉本亜砂子、杉本慶子、須田年生、多
田 高、永田和宏、永田恭介、原田慶恵、本間道夫、
正井久雄、松崎文雄、松本邦弘、三浦正幸、米田
悦啓
・ 引き続き、配付資料に基づき、Online投稿数一覧、
各年月別投稿数、国別 Accept & Reject率、購読
地域（国）別の購読数（購読形態別）につき、詳
細説明がなされた。投稿減少の状況が続いてお
り、理事各位には是非とも協力をお願いしたい。
レビューについては見開き �ページ程度でよいの
で、是非とも積極的な投稿をお願いしたいとの依
頼がなされた。
・Genes to Cells将来計画ＷＧから賞推薦委員会へ
の検討依頼事項 �点について
① 本年 �月、GtC将来計画ＷＧより賞推薦委員会へ
「分子生物学会三菱化学奨励賞の受賞者には、受
賞対象となった研究成果を中心に〝総説〝にまと
めてもらい、必ず、Genes to Cellsに発表しても
らうこととする。賞推薦委員会の賛同を得られれ
ば、募集要項にその旨を盛り込んでほしい。」と
の検討依頼がなされた。賞推薦委員会で検討し
た結果、「分子生物学会三菱化学奨励賞受賞者に
Genes to Cells誌への総説発表を義務づけること
に関して特に異論はない。」との結論になったこ
とが田畑賞委員長より報告された。本件について
は、審議事項５．にて、募集要項（規定兼）変更
を確認することとなった。
② 上記同時期に GtC将来計画ＷＧから賞推推薦委
員会あてに「論文投稿、特に総説の投稿を促すた
めの２つめの方策とて、分子生物学会が推薦する
各種の（各財団の）学術賞受賞候補の推薦に関し
て、過去（一定期間に）、Genes to Cells　に論文
あるいは総説を発表している研究者を対象（条件）
としたらどうか。」との提案がなされた。賞推薦
委員会で検討し（�00�.�）、「Genes to Cells誌へ
の論文掲載を賞推薦の条件とすることについて
は、各賞が個々に異なる背景をもつことから、学
会推薦に際して今回のような一律の最低基準を設
けることは適切ではない。」との意見が多数を占
めたことが田畑賞委員長より報告された。本理事
会においても上記賞推薦委員会の考え方を支持す
ることが確認された。
　ちなみに、研究助成（学会推薦）に関しては、
すでに下記ルールが運用されており、会報やＨＰ
で広報されている。
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○研究助成（学会推薦）に関する留意事項
　『学会推薦した会員が財団等の研究助成対象
者となった場合には、その研究成果を将来、学
会誌「Genes to Cells」に論文あるいは総説と
して発表して頂くように要請する。』

― ― 参考 ― ―
『学会推薦 /研究助成決定者への学会誌投稿に関す
る研究助成選考委員会申し合わせ』

�． 学会推薦した会員が財団等の研究助成対象者
となった場合には、その研究成果を将来学会誌
「Genes to Cells」に論文あるいは総説として発
表して頂くように要請する。

�． 上記は、要請であって強制力はないが、学会
として可能な限り協力頂けるよう、対象者に理
解を求めるものとする。

�． 会報（研究助成一覧の下）とホームページ（該
当コンテンツ）に、上記 �．を掲載し広報に努
めることとする。

　�00�年 �月 �0日、第 ��期研究助成選考委員会
において、上記を日本分子生物学会研究助成選考委
員会の申し合わせ事項とした。同委員会（委員長）
の任期交代期には、学会事務局が新委員長にその内
容を申し送ることとする。
― ― ― ―
９）杉本亜砂子男女共同参画委員長より、年会初日の

��月 �日、ランチョンワークショップ「女性リーダー
が増えるには何が必要か～～「制度改革」だけでは
変わらない現状をふまえて～～」が開催されるので、
理事各位においてもぜひ参加してほしいとの要請が
なされた。また、同委員会において、シンポジウム
での発表者やオーガナイザーの女性の比率は学会員
全体の女性比率と比べて低いのではないだろうか．
との疑問が提示され、今年初めて、年会発表者の演
題カテゴリーごとの属性調査（男女比、年齢層分布、
男女別職階分布）を行ったことが報告され、その属
性統計資料が配付された。同資料は会場内の複数の
場所で配付し、さらに広報ポスターが掲示される予
定であることが報告された。同属性調査については
経年的にデータを取ることが重要であり、来年以降
も年会組織委員会に協力（Web投稿画面に属性調
査のための項目を設置する必要がある）を求めるこ
ととしたい。

�0）水島 昇理事（中山敬一若手教育問題ワーキング
グループ座長代理）より、年会 �日目の ��月 �0日、
今年はランチョンセミナー形式で、「若手教育ラン
チョンセミナー �00�　あなたのデータは大丈夫？
正しい知識があなたを救う！」が開催されることが

報告された。第一部では �名の演者による、より具
体的な方法論についてのレクチャーを行う。第二部
は、ＷＧ委員全員がパネリストとなり、参加者の意
見をそのままリアルタイムで表示できるレスポンス
システム（クリッカーを先着約 �00名に配付予定）
を導入して、相互討論ができる企画となっているこ
とが報告された。

��）学術事業企画委員会報告（学会創立 �0周年記念
出版事業）
　岡田理事長からの委嘱を受けて、本年 �月、学術
事業企画委員会が設置されたことが永田理事から報
告された。�月と �月に委員会を開催しており、そ
の他、必要に応じてメール会議を行い、出版企画作
業を進めている（第 �回委員会を ��月 �0日開催予
定）。委員会構成は次のとおりである。
　学術事業企画委員会：永田恭介（委員長）、伊藤
耕一、稲田利文、入江賢児、塩見春彦、島本 功、
菅澤 薫、中尾光善、林 茂生、三浦正幸、渡邊嘉典
　委員会で検討した初期段階においては、分子生物
学会 �0周年として出版する意義（分子生物学の根
本、研究の歴史とその意義、自分たちの未来を語る）
を盛り込んだ形で、ニーズや目的等が異なる年代（読
者対象）別シリーズ（�冊）にしたらどうかとの企
画が練られた。年代別シリーズごとのコンセプト（ス
トーリー、コンテンツ、メッセージ）をつめていき、
企画原案を作成した上で、�～ �月にかけて、委員
長と事務局で出版社各社と面談を行った。�月以降、
出版社との交渉を重ねた結果、�巻すべてを �つの
出版社から発行することには、出版社側の営業企画・
採算上も難しい点があり、最終的に以下の �社に分
けての４巻の刊行を目指すこととなった。
○東京化学同人との出版企画（�シリーズ）
　刊行の趣旨：分子生物学会 �0周年を記念し、本
会の歴史、業績、社会貢献などを周知するとともに、
若い人々の生命科学に対する興味を喚起して、今後
の我が国の分子生物学、生命科学の発展に資するた
め、以下 �冊（A．B．C．）の出版を企画。
A．“分子生物学を築いた ��人”（仮称）　対象は大
学生、大学院生、研究者。歴代理事長クラスの方々
へのインタビューから原稿を起こす。�0�0年 ��

月の刊行を目指す。
B．“生命科学への招待”（仮称）　生命系諸学科を
めざす高校～大学 �、�年を対象とした教科書。
�0��年 �月の刊行を目指す。

C．“なぜなぜ生物学”（仮称）　対象は中高生、大
学生、一般向けの読み物。�0�0年 ��月の刊行を
目指す。
　以上のA．B．C．はそれぞれ独立の単行本とするが、
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共通のロゴを使用するなどして、�冊が分子生物学
会の出版事業であることがわかるようにする予定で
ある。本の体裁・サイズ・コンテンツの中身と執筆者、
等々につき作業を進めていく予定である旨永田委員
長より説明がなされた。企画内容について出席者よ
り感想や意見が出され、原案どおり、同委員会にて
出版企画を進めていくことが確認された。
○ 学習研究社とのタイアップ出版企画「まんがで
よくわかるシリーズ」について

　上記Ａ．Ｂ．Ｃ．に続く対象年代別の企画とし
て、学研（交渉窓口：学研メディカル秀潤社）と
のタイアップ企画となる、小学生を対象とした「ま
んがでよくわかるシリーズ“生命のひみつ”（仮
題）」について、永田委員長より詳細報告がなさ
れた。この学研のシリーズはすでに ��タイトル
が出版されており、全国約 ���00の小学校、およ
び �000の公立図書館を通して、子供たちにダイ
レクトに伝えられる啓発図書となっている。ただ
し本企画を実行に移すには、スポンサーを募り
�000万円の協賛金を集める必要がある。その対
応として、特定の企業のみに頼るのではなく、コ
ンソーシアム方式（仮称：日本分子生物学会 創
立 �0周年記念出版事業・支援企業グループ）で、
�口 �0万円で寄付金を募る方法案と趣意書案が
配付され、詳細説明がなされた。同時に、永田委
員長からは昨今の経済状況のこともあり、来年、
再来年の年会収支（企業展示、広告、ランチョン
セミナー等）に影響が出ることは避けなければな
らない．との補足説明も行われた。
　検討の結果、本企画を実施に移すに際しては、
慎重な判断が求められることが確認され、同まん
がシリーズ企画につき、当面、１年ほど実行を保
留にしたらどうかとの意見が多数を占めることと
なった。この結果を受けて、明日開催予定の学術
事業企画委員会で再検討することとなった（最終
的に委員会においても１年見送りとすることが確
認された）。

��）将来計画検討委員会報告
　昨年 ��月開催の理事会において「学会のあり方
（学会の将来像）」についての議論があり、学会の将
来像についてきちんと議論すべき時期に来ている．
との認識の確認がなされていた。その後、岡田理事
長からの委嘱を受けて、将来計画検討委員会が設置
されたことが山本正幸理事より報告された。委員会
構成は次のとおりである。
将来計画検討委員会： 山本正幸（委員長）、荒木弘之、

篠原 彰、杉本亜砂子、
水島 昇、宮園浩平

（同会合には原則、オブザー
バとして、岡田理事長と石野
庶務幹事も参加）

　�月 ��日に第 �回委員会を開催し、第 �回会合
は ��月 ��日、そして本日、理事会開催前の ��：
�0～ ��：00に第 �回会合を行ったことが山本委員
長より報告された。第 �回会合では、行政刷新会議
の事業仕分け評価への理事会対応の案件が重なり、
本委員会が実質的に執行部を補佐する形をとること
になったことが報告された。
　本委員会に課せられた検討課題は次のとおりである。
① 基礎科学の現状認識とそれに対する学会の役割に
ついて
②国際対応について
③社会との関わり
④ 男女共同参画の推進（女性理事をいかに増やすか）
⑤理事選挙投票率を高める問題
⑥ 年会のあり方（開催スタイル、年会収支の確認、
年会長と理事会との責任分担、等々） 

�回の会合による検討の結果、山本将来計画検討委
員長より、以下の中間報告（提案を含む）が行われた。
・①および②の基礎科学の現状認識とそれに対する
学会の役割について /国際対応について：委員会
では、春季シンポジウムのあり方・国際化につい
て、様々な視点からの検討を行い、その結果、同
春季シンポジウムの国際化を提案したい．との説
明がなされた。本件については、審議事項 �．にて、
討議することとなった。
・③社会との関わり：高校への出前授業等を調査し
ており、学会として、高校との連携や協力ができ
ないものか検討中である。
・④男女共同参画の推進（女性理事をいかに増やす
か）：委員会で検討した「細則（役員の選出）な
らびに選挙管理委員会内規の変更（案）」を、審
議事項 �．として提案したい。
・⑤理事選挙投票率を高める問題：ＨＰやメール配
信利用により積極的な選挙公報を行うことが確認
されている。
・⑥年会のあり方（開催スタイル、年会収支、年会
長と理事会との責任分担・・・他学会との合同開
催の問題の全責任を年会長一任のままとしていて
よいのか）：本件については、委員会における検
討状況の報告も含め、審議事項 �．にて検討する
こととなった。
　検討課題については、しかるべき時期までに委員
会答申が出せるように活動を行っていく予定である
旨、山本委員長より報告された。

��）その他
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・『蛋白質核酸酵素（PNE）』について
　山本理事（PNE編集幹事）より PNE編集委員
会の議事録（部分版）が配布され、PNE休刊の
経緯などについて報告がなされた。復刊を考えた
場合、PNE編集委員会としては、紙媒体ではなく、
オンラインジャーナルとしての復刊が現実的であ
ると考えている旨報告がなされた。
　学会の規模、財政的状況、自前の和文誌を持
たないこと、また現 PNE編集委員が全員、分子
生物学会に関係していることを考え合わせると、
PNE編集委員会としては、分子生物学会に PNE

オンラインジャーナル化のサポートを検討しても
らうのがよいとの結論に至った。
　しかし、現在までに発行元である共立出版の態
度がはっきりしないため、本理事会においては、
分子生物学会のサポートの可能性について協議し
てほしい．との依頼が山本理事より提出された。
　自由討論に入り、様々な意見が出された。PNE

がカバーしてきた研究分野は非常に幅広く、復刊
の意義がある．社会的意味があるのならば �00円
程度の会費値上げも受け入れられる．この時期に
和文誌（総合レビュー誌）を保有することに意味
があるだろうか．オンラインであれば非会員は課
金にし、Web広告の可能性もある．等々、活発
な意見交換がなされた。
　会員にとってどのようなメリットがあるか、コ
ストはどの程度かかるか等につき、PNE編集委
員会でさらなる検討を行ってもらい、同時に出版
社の状況を見ながら、学会として迅速に対応でき
るようにしておくこととなった。１月以降、新た
な動きになった場合、山本理事から岡田理事長あ
てに報告をもらい、メール会議等で理事会対応し
ていくことが確認された。

・通常総会 /議事進行と報告担当者の確認
　石野庶務幹事より、第 ��回通常総会資料につ
いての説明がなされ、総会当日の議事進行ならび
に報告担当者の確認がなされた。

2． 審議事項
１）�00�年度（平成 ��年度）収支決算承認の件
　塩見春彦会計幹事欠席のため、会計幹事代理と
して事務局（福田 博）より �00�年度（平成 ��年
度）会計の収支について説明がなされた。黒字決
算となったポイントは、①年会会計（BMB�00�決
算の分子生物学会負担分の収支繰入）と② Genes 

to Cellsに関する大幅な収支の改善．の �点にあり、

個々の事業の収支について詳細説明がなされた。春
季シンポジウムについては、収入約 ���万円に対し
支出 ���万円で ���万円の持ち出しではあるが、従
来も年会で剰余金を出して会計全体の中で春季シン
ポジウム費用を捻出してきているので、想定内の収
支状況である。
　本決算において、法人として初めて消費税 ���万
円を納めたこと、その他の税務処理については、顧
問契約（税務顧問を含む）を交わしている税務専門
家の指示のもと、収益事業部分の法人確定申告も
行ったことが報告された。本決算は、�0月 �0日に
宮城秀敏公認会計士の監査を受け、配付資料のとお
りに監査報告書が提示されている。
　財務諸表一式の説明がなされた後に、小川智子監
事より、��月 ��日、吉川 寛監事とともに学会事務
所にて会計監査会を実施し、金融機関の残高証明書
等を一式確認、��年度決算を認めたことの報告が
なされた。
　審議の結果、本決算は理事会で承認され、第 ��

回通常総会に諮られることとなった。
２）�0�0年度（平成 ��年度）収支予算ならびに事業
計画承認の件
　塩見会計幹事の代理として事務局より �0�0年度
（平成 ��年度）の収支予算案、事業計画につき説明
が行われた。
　審議の結果、同収支予算ならびに事業計画は理事
会で承認され、第 ��回通常総会に諮られることと
なった。

３）定款変更の件
　岡田理事長より、本議案に関する経緯（平成 �0

年 ��月、都の条例（特定非営利活動促進法施行条例）
が改正され、総会における欠席者の表決権（委任状）
につき電磁的方法が認められるようになった。）に
つき報告がなされた。法人移行後は毎年、総会成立
のための委任状取りまとめ作業に苦慮しており、今
後は、表決権（委任状）に Eメールが利用できる
ように、以下の定款変更が提案された。
　審議の結果、定款変更（第 ��条第 �項、第 ��条
第 �項、第 ��条第 �項）は理事会で承認され、第
��回通常総会に諮られることとなった。［＊来年度
の総会から適用予定］
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４）細則変更の件（副理事長選任に関する条文の整備・
一部修正）
　岡田理事長より細則第 �条 �）につき、以下のと
おりに細則変更が提案され、承認された。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○特定非営利活動法人 日本分子生物学会　細則
第 �章　役員の選出
第 �条
　新理事長が副理事長の設置を希望した場合、
次の各号に掲げる方法により、新副理事長 �人
以内を選任することができる。

１）新理事長は新理事を招集し、新理事の互選に
より新副理事長を選出する。ただし、新理事長
は投票を行うより前に、選任する新副理事長の
定数を明確にするものとする。

２）投票は �人 �票、無記名による単記とし、得
票者中の上位の者を新副理事長として選任す
る。このとき、同位の場合には抽選により決定
する。

３）副理事長は理事を兼ねるものとする。
↓

（修正案）
２）投票は、設置される副理事長の人数に相当す
る投票を無記名で行うこととし、得票者中の上
位の者を新副理事長として選任する。このとき、
同位の場合には抽選により決定する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
５）日本分子生物学会三菱化学奨励賞・募集要項（規
定兼）変更の件

　石野庶務幹事より、報告事項８）①の討議を受け、
標記賞の募集要項に、下記のとおり、８．を追加す
ることが説明され、本理事会において承認された。
�.受賞業績の会誌掲載
受賞者は、受賞対象となった研究成果を中心に総
説にまとめて、学会誌 Genes to Cellsに発表する
ものとする。

６）細則（役員の選出）ならびに選挙管理委員会内規
変更の件
（女性理事をいかに増やすか．女性理事枠の設置 / 

運用）
　岡田理事長より、報告事項 ��）④　将来計画検
討委員会からの提案に至る経緯につき説明がなさ
れ、続いて、山本将来計画検討委員長からも委員会
での検討内容報告がなされた。審議の結果、提案を
一部修正のうえ、細則第 �条に条文 �）を追加、改
正することが承認された。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○特定非営利活動法人 日本分子生物学会　細則
第 �章　役員の選出
第 �条に、下記 �）を追加、改正。

第 �条
　理事は、次の各号に掲げる方法により選出する。
１）理事長は、正会員の中から �名を選出し、選
挙管理委員を委嘱する。選挙管理委員により構
成する選挙管理委員会は選挙事務を行う。

２）投票は１人１票、無記名による �0名連記とし、
別に定める方法により投票を行う。

３）得票者中の上位の者より順に �0名を選出す

■電磁的方法の追加について
条文 （変更後の案） （現行の定款）

第 ��条
第 �項

�　総会を招集する場合には、会議の日時、場所、
目的及び審議事項を記載した書面又は電磁的方法
により、開催の日の少なくとも �日前までに通知
しなければならない。

�　総会を招集する場合には、会議の日時、場所、
目的及び審議事項を記載した書面により、開催の
日の少なくとも �日前までに通知しなければなら
ない。

第 ��条
第 �項

�　やむを得ない理由により総会に出席できない正
会員及び名誉会員は、あらかじめ通知された事項
について、書面又は電磁的方法をもって表決し、
又は他の正会員及び名誉会員を代理人として表決
を委任することができる。

�　やむを得ない理由により総会に出席できない正
会員及び名誉会員は、あらかじめ通知された事項
について、書面をもって表決し、又は他の正会員
及び名誉会員を代理人として表決を委任すること
ができる。

第 ��条
第 �項

総会の議事については、次の事項を記載した議事録
を作成しなければならない。
⑴　日時及び場所
⑵　正会員及び名誉会員総数及び出席者数（書面又
は電磁的方法による表決者若しくは表決委任者が
ある場合にあっては、その数を付記すること。）

⑶　審議事項
⑷　議事の経過の概要及び議決の結果
⑸　議事録署名人の選任に関する事項

総会の議事については、次の事項を記載した議事録
を作成しなければならない。
⑴　日時及び場所
⑵　正会員及び名誉会員総数及び出席者数（書面表
決者又は表決委任者がある場合にあっては、その
数を付記すること。）
⑶　審議事項
⑷　議事の経過の概要及び議決の結果
⑸　議事録署名人の選任に関する事項

附則 この定款は、東京都より定款変更認証を受けた 
平成　　年　　月　　日から施行する。
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る。ただし、同数得票者については選挙要項に
従い順位を定める。

４）理事は３期連続して選出されることはできな
い。この制限に抵触する者の氏名は選挙要項に
公告される。

５）時限特別措置（��期－ ��期までの �年程度）
として、理事定員 �0名の �0％（�名）の女性
理事枠を設ける。選挙により �名の女性当選者
が選出されなかった場合は、女性理事が最低 �

名になるまで調整を行う。ただし、理事定員
�0名に変更はないものとする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　同時に、「理事選挙に関する選挙管理委員会内規」
にも同内容を追加事項（時限特別措置）として付記
することとなった。追加事項の文面は、将来計画検
討委員会からの提案（文面）のまま、追加、改正さ
れた。
　また、次回理事選挙における理事候補者参考リス
トの作成に当たっては、女性候補者を積極的にもり
こむことが確認された。

�） Web版会員名簿（会員システム）について（公
開項目設定の検討）
　理事会メンバーから検討要請があった標記案件の
討議に入る前に、先ず、石野庶務幹事より、会員管
理システムの機能と検討事項につき、詳細説明がな
された。
【会員管理システムの機能】

�． 登録情報確認・変更…学会に登録されている本
人情報を確認・変更できる。

�． 公開情報設定…会員検索で公開する本人情報の
項目を設定できる。

（名前、会員番号、会員種別は、非公開の設定
ができない）

�． パスワード変更… 会員管理システムにアクセス
するためのパスワードを変更
できる。 

�． 会員検索・閲覧… 学会に所属している会員の検
索ができる。

（会員が「非公開」設定にしている項目は、検索・
閲覧できない）

【検討事項】
●Web会員システムに移行した際の公開項目の初
期設定は、・名前・名前カナ・名前ローマ字・会
員番号・会員種別（正会員 or学生会員）のみであっ
た。さらにその後、会員からのアクセスが少なく
（公開項目の設定をされる方が非常に少ない）、本
来のWeb会員名簿が機能していない状況がある。

● �000名を越える場合、個人情報保護法の対象と

なる事業所（団体）扱いとなり、また �00�年当
時は、個人情報保護法への対応に社会全体が慎重
であったため（システム会社のアドバイスもあ
り）慎重に立ち上げた経緯がある。…初期設定（所
属の名称、所在地、電話、FAX、Eメール）は可
能な限り公開．からスタートしたのではなく　→ 

原則、各項目・非公開からスタートし、本人が確
認のうえ公開項目を設定してもらう方法をとっ
た。
●ただし、あえて非公開の項目を多く設定している
会員も見受けられる。（PIでも多数おられる）
●公開項目（例：たとえば所属機関の名称、所在地、
電話、FAX、Eメール）の初期設定を原則公開の
方針に切り替える場合は、たとえば会報（�0�0

年 �月号）とＨＰで事前広報を行い、その後、適
当な期日（例：�月 �0日）で所属データを一斉
公開に切り替え、公開されたくない方は、再度、
個々に非公開設定をしてもらう．といった方法が
考えられる。
　審議の結果、理事会の責任のもとに、�0�0年
�月半ばに、Web版会員名簿（会員システム）の
公開項目設定の運用ルールを変更し、初期設定で、
○所属名称・部署　○ＦＡＸ　○Ｅメール　の３
項目を公開設定とすることが決定された。事前に
会員あてに会報 �月号と学会 HPにて、上記内容
を広報・周知することが確認された。

�） 第 ��回（�0��年）春季シンポジウムについて
　山本理事より、報告事項１２）①② とも関連して、
将来計画検討委員会での検討内容につき報告がなさ
れた。
　�度の委員会会合において、春季シンポジウムの
あり方（国際化）について、様々な視点から検討を
試みた。�00�年当時の第 �回春季シンポジウム開
催に至るまでの経緯の確認も行っているが、来年で
第 �0回目となり、一つの節目でもあるので、春季
シンポジウムを国際シンポジウムにしたらどうかと
の提案がなされた。引き続き、篠原理事（将来計画
検討委員兼）からも追加説明がなされ、例えば、テー
マを決めて地方で開催する．公募形式にする．など
の方法案につき説明がなされた。国際化と地方の活
性化をどのように両立していくか、また、国際シン
ポジウムにした場合の準備補助金の増額（現行、約
�00～ �00万円の持ち出しであるが、国際シンポジ
ウムにした場合は �00～ �000万円を手当てする必
要があるだろう）、企画を公募制にした際には、企
画を選定する選考委員会も必要になってくる．等の
種々の委員会内意見が報告された。
　審議に入り、従来形式の春季シンポジウム（前日
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の市民公開講座の開催も含めて）が果たしてきた役
割は大きく、その目的は今でも非常に重要であると
の意見も多く出された。会員の少ない地域こそを春
季シンポジウム開催候補地として大事にしてほし
い．との意見も出された。
　活発な討論の結果、今の時点ですぐに公募制（国
際シンポジウム化）に切り替えるのではなく、第一
段階としては、地方の活性化・啓発といったスタン
スを保ちつつ、国際性も高めていく．といった方針
で、�0��年春季シンポジウム世話人を選出してい
くこととなった。その人選は岡田理事長に一任され
た。

�） 第 ��回（�0��年）年会について
　第 ��回（�0��年）年会の開催地としては、昨年
��月の理事会で福岡開催（会場予約済）が決定し
ているが、年会長については調整中である旨、岡田
理事長より報告がなされた。また、�0��年の年会
開催に際して、過日、生化学会より合同開催申し入
れの理事長あて手紙を受理したことが報告された。
　年会長をどなたに依頼するかといった年次の個別
の案件とは別に、ここ数年に亘り議論されてきた〝年
会のあり方〟については、将来計画検討委員会にそ
の検討をお願いしているところである。
　引き続き、山本理事より将来計画検討委員会にお
ける検討作業の途中経過につき報告が行われた。合
同開催になった場合のメリット・デメリット．年会
は誰のためにあるのか！若手研究者・学生のために
あることを最重要に考えたい．等の意見が出され

ているが、もう少し時間をかけて、今年の第 ��回
年会アンケート結果をも参考にし、来年（�0�0年）
の定例理事会までに、委員会としての答申をまとめ
たいとの報告がなされ、その後、自由討論に入った。
　�0��年の福岡年会をどのようにすべきかについ
ては、その対応として（経過措置として）、「�0��

年の福岡年会については、年会長にすべてを一任す
るのではなく、理事会執行部がサポートする．」と
いった方針が決定され、年会長の調整を含め、岡田
理事長に一任されることとなった。

�0）『Genes to Cells』次期編集長について
　上村編集幹事より次期編集長についてはまだ決定
に至っていないことが報告された。Genes to Cells

将来計画ワーキンググループとも相談しながら、至
急、候補者調整を進めている状況である。次期編集
長が決定される際には、併せて副編集長も同時に決
定できるような考えもあることが報告された。

　上記、第 ��期第 �回理事会の議決および確認事項を
明確にするため、この議事録を作成し、議事録署名人は
ここに記名押印する。
　�00�年 ��月 �日

特定非営利活動法人　日本分子生物学会
第 ��期第 �回理事会

議　　　　長　　岡　田　清　孝　　㊞
議事録署名人　　水　島　　　昇　　㊞
議事録署名人　　渡　邊　嘉　典　　㊞

特定非営利活動法人日本分子生物学会　平成 22 年度（第 32 回）通常総会記録

日　　時：平成 ��年 ��月 ��日㈮ ��：�0～ ��：��

場　　所：パシフィコ横浜　会議センター �階
　　　　　第 �会場（���＋ ���）
社員数（正会員＋名誉会員）：�000�名
出席者数：����名（本人出席 ��名、表決委任者 ��0�名）

議事内容：
�． 岡田清孝理事長より開会の挨拶がなされた。
�． 定款第 ��条に基づき、岡田理事長より本総会議長
として永田恭介会員が指名された。さらに定款第 ��

条に基づき、議事録署名人として、中西 徹会員、升
方久夫会員が選任された。

�． 永田議長より、定款第 ��条（総会の定足数）に基
づき、上記表決委任者（委任状）を含めて出席 ����

名となり、本総会は成立する旨報告された。
�． 経過報告（事業報告）

�） 理事長報告

・科学技術予算に関する緊急対応について
　行政刷新会議の事業仕分け評価への本学会の対
応であるが、��月半ばに学会単独および多くの
学協会との連名の形で、事業仕分けに対する意見
表明（要望書提出）を行った。��月 ��日には会
員一斉メール配信を行い、会員からの意見を集め
た。石野史敏庶務幹事、篠原 彰将来計画検討委員、
杉本亜砂子同委員の �氏にアンケート編集担当の
作業を依頼し、提出された意見の事業番号別仕
分け・編集作業を行い、全アンケート記録は、��

月 �日に学会 HPに掲載されている旨報告がなさ
れた。寄せられた意見の量（印刷ページ）の関係
からほぼ �／ �を選ばせてもらい、印刷版資料を
作成し、以下要領で開催した緊急フォーラムで配
布を行った。
○科学技術予算に関する緊急フォーラム「事業仕
分けから日本の未来の科学を考える」
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日時：��月 �日㈬ ��：00～ �0：�0 

会場：第 ��回年会／第 �会場
　　　（パシフィコ横浜 会議センター �階 �0�） 
企画概要／趣旨：
　事業仕分けにおける“討論バトル”自体は、
一般国民に高い好感度でもって評価されたと聞
いているが、しかし、我々が心配していること
は、事業仕分けで出された結論がそのまま実行
されることになれば、日本における“学術・科
学技術”の発展を大きく損ない、国家に多大な
損失を与える取り返しのつかない内容となるこ
とである。そこで、年会初日である ��月 �日
に緊急フォーラムを開催し、文部科学省（パネ
リストは研究振興局ライフサイエンス課長 石
井康彦氏、研究振興局学術研究助成課 企画室
長 山下恭徳氏）と学会員との建設的な話し合
いの場を設け、事態の正常化、科学者がどのよ
うに国家政策に関わって行くべきか、健全な科
学の発展のために科学者の取るべき行動とは、
等々につき議論を行ったことが岡田理事長より
報告された。

・第 ��回（�0��年）年会について
　��月 �日に開催された定例理事会において、
第 ��回年会について審議されたことが岡田理事
長より報告された。
　第 ��回年会は、昨年 ��月の理事会で福岡開催
（会場予約済）が決定しており、年会長について
は調整段階である。
　�0��年の年会長をどなたに依頼するかといっ
た年次の個別案件とは別に、ここ数年に亘り理事
会で議論されてきた“年会のあり方（開催スタ
イル、年会長と理事会との責任分担、他学会と
の合同開催の問題の全責任を年会長一任のままと
していてよいのか、等々）”については、将来計
画検討委員会にその検討をお願いしている段階で
あり、同委員会において少し時間をかけて、来年
（�0�0年）の定例理事会までに、委員会としての
答申をまとめてもらうことになっている。
　それに対して、個別の �0��年福岡年会をどの
ようにすべきかについて、理事会で審議した結
果、その対応としては（経過措置として）、「�0��

年の福岡年会については、年会長にすべてを一任
するのではなく、理事会執行部がサポートする。」
といった方針が決定されたことが報告された。今
後、すみやかに年会長調整を進めていく予定であ
る。

・第 ��回（�0��年）春季シンポジウムについて
　定例理事会において、春季シンポジウムのあり

方について話し合いが行われたことが、岡田理事
長より報告された。先ず、将来計画検討委員会に
おいて、春季シンポジウムのあり方、特に国際化
について、様々な視点からの検討が行われた。国
際化と地方の活性化をどのように両立していく
か、また同時に、春季シンポジウムが地方の分子
生物学の啓発に果たしてきた役割は大きく、会員
の少ない地域こそ、春季シンポジウム開催候補地
として大事にしてほしい．といった理事会内の意
見もあることが報告された。理事会での討論をふ
まえ、地方の活性化・啓発といったスタンスを保
ちつつ、国際性も高めていく．といった方針で、
すみやかに、�0��年春季シンポジウムの世話人
を選出していく予定であることが岡田理事長より
報告された。
・学会創立 �0周年記念出版事業について
　第 ��期理事会において、学術事業企画委員会
（永田理事に委員長就任を依頼）を設置し、標記
出版事業を進めていることが岡田理事長より報告
された。
　続いて、永田学術事業企画委員長（総会議長兼）
より以下の補足説明が行われた。
学術事業企画委員会構成：
永田恭介（委員長）、伊藤耕一、稲田利文、入
江賢司、塩見春彦、島本　功、菅澤　薫、中尾
光善、林　茂生、三浦正幸、渡邊嘉典

　同委員会で検討した初期段階においては、分子
生物学会 �0周年として出版する意義（分子生物
学の根本、研究の歴史とその意義、自分たちの未
来を語る）を盛り込んだ形で、ニーズや目的等が
異なる年代（読者対象）別シリーズ（�冊）にし
たらどうかとの企画が練られた。年代別シリーズ
ごとのコンセプト（ストーリー、コンテンツ、メッ
セージ）をつめていき、同時に出版社各社との交
渉を重ねた結果、先ずは、以下の �シリーズの刊
行が決定したことが報告された。
○東京化学同人との出版企画（�シリーズ）
刊行の趣旨：
分子生物学会 �0周年を記念し、本会の歴史、
業績、社会貢献などを周知するとともに、若
い人々の生命科学に対する興味を喚起して、
今後の我が国の分子生物学、生命科学の発展
に資するため、以下 �冊（A．B．C．）の出
版を企画。

A．“分子生物学を築いた ��人”（仮称）　対象
は大学生、大学院生、研究者。歴代理事長ク
ラスの方々へのインタビューから原稿を起こ
す。�0�0年 ��月の刊行を目指す。
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B．“生命科学への招待”（仮称）　生命系諸学
科をめざす高校～大学 �、�年

を対象とした教科書。�0��年 �月の刊行を目
指す。

C．“なぜなぜ生物学”（仮称）　対象は中高生、
大学生、一般向けの読み物。�0�0年 ��月の
刊行を目指す。

　以上の A．B．C．はそれぞれ独立の単行本
とするが、共通のロゴを使用するなどして、�

冊が分子生物学会の出版事業であることがわか
るようにする予定である。本の体裁・サイズ・
コンテンツの中身と執筆者、等々につき作業を
進めていく予定である。今後の原稿執筆依頼等
につき、会員各位への協力依頼が永田委員長よ
りなされた。

�） 庶務報告
　石野史敏庶務幹事より会員現況につき報告が行わ
れた。
会員現況： 〔�00�年 ��月 �日現在〕名誉会員 �名、

正会員 �000�名、学生会員 ��0�名、賛
助会員 ��団体、総計 �����名

�） 編集『Genes to Cells』報告
　上村匡編集幹事より学会誌『Genes to Cells』の
編集報告が行われた。
・収支報告について
　出版契約の改定後、初めてとなる収支報告（�00�

年）がなされ、学会誌発行に掛かる学会の収支が
大幅に改善された。編集経費についても、�00万
円を上限に立替精算が可能となり収支改善に寄与
した。

・編集体制等について
　新たに設置された「Genes to Cells将来計画ワー
キンググループ」の第 �回会合を �月 ��日に名
古屋で開催し、著者負担による論文オープンアク
セスの選択肢を設けること、投稿規定の見直しを
図ること、編集委員の大幅な入れ替えを行うこと
などを活発に議論した。その後、出版社とも協議
を重ね、出版から半年を待つことなくオープンア
クセスに設定可能な「Online Open」を �月中旬
に導入した。また、投稿規定の改定、および編集
委員の追加を行った。

・投稿減少の状況が続いており、会員各位には是非
とも協力をお願いしたい。レビューについては見
開き �ページ程度でよいので、是非とも積極的な
投稿をお願いしたいとの依頼がなされた。

�） 将来計画検討委員会報告
　岡田理事長からの委嘱を受けて、将来計画検討委
員会が設置されたことが山本正幸将来計画検討委員

長より報告された。委員会構成は次のとおりである。
将来計画検討委員会： 山本正幸（委員長）、荒木弘之、 

篠原　彰、杉本亜砂子、 
水島　昇、宮園浩平

　�月に第 �回委員会を開催し、第 �回会合は ��

月 ��日、そして年会前日の ��月 �日に第 �回会合
を行った。第 �回会合では、行政刷新会議の事業仕
分け評価への理事会対応の案件が重なり、本委員会
が実質的に執行部を補佐する形をとることになった
ことが報告された。
　本委員会に課せられた検討課題は次のとおりであ
る。
①基礎科学の現状認識とそれに対する学会の役割に
ついて
②国際対応について
③社会との関わり
④男女共同参画の推進（女性理事をいかに増やすか）
⑤理事選挙投票率を高める問題
⑥年会のあり方（開催スタイル、年会収支の確認、
年会長と理事会との責任分担、等々） 
　現在、継続検討中の議案が多いが、④については、
本委員会の審議結果（細則改正案）を理事会に提案
し、��月 �日開催の定例理事会において、以下方
法で、女性理事枠が設置されることが報告された。

――　細則（役員の選出）変更　――
　第 ��期第 �回理事会（��月 �日開催）において、
細則第 �条に条文 �）を追加、改正することが承認
された旨、報告された。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○特定非営利活動法人 日本分子生物学会　細則
第 �章　役員の選出
第 ��条に、下記 �）を追加、改正。
第 �条
　理事は、次の各号に掲げる方法により選出する。
�） 理事長は、正会員の中から �名を選出し、選
挙管理委員を委嘱する。選挙管理委員により構
成する選挙管理委員会は選挙事務を行う。

�） 投票は �人 �票、無記名による �0名連記とし、
別に定める方法により投票を行う。

�） 得票者中の上位の者より順に �0名を選出す
る。ただし、同数得票者については選挙要項に
従い順位を定める。

�） 理事は �期連続して選出されることはできな
い。この制限に抵触する者の氏名は選挙要項に
公告される。

�） 時限特別措置（��期－ ��期までの �年程度）
として、理事定員 �0名の �0％（�名）の女性
理事枠を設ける。選挙により �名の女性当選者
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■電磁的方法の追加について
条文 （変更後の案） （現行の定款）

第 ��条
第 �項

�　総会を招集する場合には、会議の日時、場所、
目的及び審議事項を記載した書面又は電磁的方法
により、開催の日の少なくとも �日前までに通知
しなければならない。

�　総会を招集する場合には、会議の日時、場所、
目的及び審議事項を記載した書面により、開催の
日の少なくとも �日前までに通知しなければなら
ない。

第 ��条
第 �項

�　やむを得ない理由により総会に出席できない正
会員及び名誉会員は、あらかじめ通知された事項
について、書面又は電磁的方法をもって表決し、
又は他の正会員及び名誉会員を代理人として表決
を委任することができる。

�　やむを得ない理由により総会に出席できない正
会員及び名誉会員は、あらかじめ通知された事項
について、書面をもって表決し、又は他の正会員
及び名誉会員を代理人として表決を委任すること
ができる。

第 ��条
第 �項

総会の議事については、次の事項を記載した議事録
を作成しなければならない。
⑴　日時及び場所
⑵　正会員及び名誉会員総数及び出席者数（書面又
は電磁的方法による表決者若しくは表決委任者が
ある場合にあっては、その数を付記すること。）

⑶　審議事項
⑷　議事の経過の概要及び議決の結果
⑸　議事録署名人の選任に関する事項

総会の議事については、次の事項を記載した議事録
を作成しなければならない。
⑴　日時及び場所
⑵　正会員及び名誉会員総数及び出席者数（書面表
決者又は表決委任者がある場合にあっては、その
数を付記すること。）
⑶　審議事項
⑷　議事の経過の概要及び議決の結果
⑸　議事録署名人の選任に関する事項

附則 この定款は、東京都より定款変更認証を受けた 
平成　　年　　月　　日から施行する。

が選出されなかった場合は、女性理事が最低 �

名になるまで調整を行う。ただし、理事定員
�0名に変更はないものとする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
�） 第 �0回（�0�0年）春季シンポジウムについて
　大隅典子世話人（東北大学）より、標記シンポジ
ウムの開催概要の報告がなされた。
・テーマ：「分子を語る、分子で語る」
・会　期：�0�0年 �月 �日㈪～ �日㈫
・会　場：ホテル松島大観荘（宮城郡松島町）
・定　員：�00名
　第 �0回春季シンポジウムは、第 �回以来となる
スクール形式（�泊 �日）で開催する。学生やポス
ドクなど若手に多く参加してもらい、ともに学びな
がら活発な議論のできるシンポジウムとなるよう企
画を進めている。プログラム内容は、基調講演 �題
（東大先端研センター 菅 裕明 氏、東北大 山本雅之 

氏）とワークショップを予定している。前日の �月
�日には、仙台市博物館にて市民公開講座を開催す
る。公開講座の講演は片桐秀樹 氏（東北大）と岡
野栄之 氏（慶應大）に依頼している旨報告された。

�． 議　事
�） 平成 ��年度（�00�年度）収支決算承認の件
　塩見春彦会計幹事より ��年度決算の収支内容に

つき詳細報告が行われた。本決算については、本年
�0月 �0日、公認会計士 宮城秀敏氏の会計監査を受
けた（独立監査人の監査報告書を参照）。その後 ��

月 ��日に、学会事務所において、小川智子監事、
吉川 寛監事の監査を終了していることが報告され
た。
　審議の結果、本決算は異議なく承認された。

�） 平成 ��年度（�0�0年度）収支予算ならびに事業
計画承認の件
　塩見会計幹事より ��年度の収支予算案、事業計
画につき説明が行われた。
　審議の結果、同収支予算ならびに事業計画は異議
なく承認された。

�） 定款変更の件
　岡田理事長より、本議案に関する経緯（平成 �0

年 ��月、都の条例（特定非営利活動促進法施行条例）
が改正され、総会における欠席者の表決権（委任状）
につき電磁的方法が認められるようになった。）に
つき報告がなされた。法人移行後は毎年、総会成立
のための委任状取りまとめ作業に苦慮しており、今
後は、表決権（委任状）に Eメールが利用できる
ように、以下の定款変更が提案された。
　審議の結果、定款変更（第 ��条第 �項、第 ��条
第 �項、第 ��条第 �項）は異議なく承認された。
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�． 小原雄治第 ��回年会長より、�00�年の年会開催状
況につき報告がなされた。
　一般演題投稿数は ���� 題（うち Late-breaking 

abstracts投稿は ���題）、会期途中ではあるが ��月
�0日までの集計で参加者は ���0名（うち事前参加登
録 ����名）、であり、これまでに順調に進んでいるこ
とが報告された。
　新しい試みである ITの積極活用（講演要旨集のオ
ンライン化・同メニューは携帯電話にも対応）につい
ても、概ね順調な運びとなっている。
　ポスター発表 /討論においては、ディスカッサー
制度（約 �00名の PIにディスカッサーを依頼）を導
入し、「Meet the Symposists」企画など、議論できる
機会を設けた。例年の年会に比べて海外演者招聘補助
を充実させ、各シンポジウムには若手 PIを中心とし
た複数の外国人演者を招聘した（シンポジウム ��名、
ワークショップ ��名）。国際性の向上を目標に、要旨
の英文執筆推奨を実施し、シンポジウムは要旨・講演
ともに英語で統一し、一般演題においても英文執筆を
推奨した結果、投稿された演題の英文執筆率は ��.�％
であったことが報告された。
　年会後半の �日間、引き続き活発な討論の場となる
よう、会員各位には協力をお願いしたいとの挨拶がな
された。

�． 宮園浩平第 ��回年会幹事（谷口維紹第 ��回年会長
代理）より第 ��回（�0�0年）年会につき報告がなさ
れた。
・名　称： 第 ��回日本分子生物学会年会・第 ��回日

本生化学会大会 合同大会
・略　称： BMB�0�0（Biochemistry and Molecular 

Biology �0�0）
・会　期：�0�0年 ��月 �日㈫～ �0日㈮の �日間
（��月 ��日㈯に東京にて市民公開講座を開催予定）
・会　場： 神戸ポートアイランド（全 ��の講演会場

＋ポスター会場、展示会場）
・組織委員：
［第 ��回日本分子生物学会年会］
年 会 長　　谷口維紹
庶務幹事　　宮園浩平
幹事補佐　　武田弘資、宮澤恵二

［第 ��回日本生化学会大会］
会　　頭　　田中啓二
庶務幹事　　水島　昇
幹事補佐　　石原直忠、反町洋之

・プログラム案
①プレナリーレクチャー
　現役で活躍する比較的若手の研究者に講演いた

だく。海外演者・国内演者の �つのレクチャーを
二会場（ポートピアホール、会議場メインホール）
で各日同時開催とする。
②シンポジウム
　�日間を通して最大 ��テーマのシンポジウム
を開催する。年会長企画シンポジウム、プログラ
ム委員企画シンポジウムを柱に、残った開催枠に
公募採択企画を当てはめる。（*後日、��月 ��日
開催の第 �回準備会議にて、会員より公募する企
画はワークショップと位置付けることに変更。た
だし内容によってシンポジウムとして採択する可
能性もある。）
③一般演題
ポスター発表および一般口頭発表演題は �月に募
集する。
④市民公開講座
　「病気の原因を見つけその克服を目指す生命科
学（仮）」をテーマとして、年会翌日の ��月 ��

日㈯午後に東京で開催する。
⑤その他のプログラム
　マスターズレクチャーやフォーラムを企画予
定。詳細は今後検討する。

�． 花岡文雄第 ��回年会長より、�0��年の年会開催状
況につき報告がなされた。
・会　　期：�0��年 ��月 ��日㈫～ ��日㈮の �日間
・会　　場：パシフィコ横浜
・年 会 長：花岡文雄
・組織委員： 永田恭介（委員長）、菅澤　薫、 

三浦正幸、柳澤　純
　今年の第 ��回年会の開催実績をふまえ、魅力ある
年会となるように、今後、学術企画を検討していきた
い。来年 �～ �月に、第 �回準備会議を開催し、具体
的な準備作業に入る予定である。

�． 議長より閉会の挨拶があり、第 ��回総会が終了し
た。

　上記、平成 ��年度通常総会の議決および確認事項を
明確にするため、この議事録を作成し、議事録署名人は
ここに記名押印する。
平成 ��年 ��月 ��日

特定非営利活動法人 日本分子生物学会
平成 ��年度通常総会

議　　　　長　　永　田　恭　介　　㊞
議事録署名人　　中　西　　　徹　　㊞
議事録署名人　　升　方　久　夫　　㊞
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平成 21 年度（2009 年度）収支決算報告

平成 21 年度（2009 年度）収支決算報告書
平成 �0年 �0月 �日から平成 ��年 �月 �0日まで

特定非営利活動法人　日本分子生物学会
科　　　　目 予算額 決算額 備　　　　　考

Ⅰ　収入の部
　�　入会金収入 �00,000 �,���,000 
　　　正会員 �00,000 ��0,000 
　　　学生会員 �00,000 �,���,000 
　�　会費収入 ��,��0,000 ��,���,�00 
　　　正会員（海外在住含む） ��,�00,000 ��,�0�,000 
　　　学生会員（海外在住含む） ��,��0,000 �0,���,�00 
　　　賛助会員 �,��0,000 �,��0,000 
　�　事業収入 ���,��0,000 ���,���,��� 
　　①分子生物学・学術研究事業 �0�,��0,000 ���,0��,��� 
　　　年会 �0�,��0,000 ���,���,��� BMB�00�収支より繰り入れ（分子生物学会の案分比率は �割）
　　　春季シンポジウム �00,000 �,���,��� 第 �回春季シンポジウム（懇親会参加費、その他）
　　②普及啓発事業（HP・刊行物等） �,000,000 ��,���,��� 
　　　Genes to Cells出版収入 �,000,000 ��,���,��� Profit Share ��,���,���円　�00�年分編集費精算より
　　③その他の事業 0 0 �,���,���円
　　　その他の事業 0 0 
　�　助成金・補助金収入 �,�00,000 �,�00,000 三菱化学より（奨励賞副賞、選考経費）
　�　雑収入・預金利息 ��0,000 ��0,��� 利息収入、出版社著作権管理機構からの分配金

当期収入合計（A） ���,0�0,000 ���,���,��� 
前期繰越収支差額 �0�,���,��� �0�,���,��� 
収入合計（B） ���,���,��� �0�,���,��� 

Ⅱ　支出の部
　�　事業費 ���,��0,000 ���,0��,�0� 
　　①分子生物学・学術研究事業 ���,��0,000 ��0,���,��� 〈学術集会の開催等〉
　　　年会 �0�,��0,000 ���,���,0�� BMB�00�収支より繰り入れ（分子生物学会の案分比率は �割）
　　　 〃 �,000,000 �,000,000 第 ��回年会への定額補助金支出
　　　春季シンポジウム �,�00,000 �,��0,��� 第 �回春季シンポジウム（宮崎）
　　②普及啓発事業（HP・刊行物等） ��,�00,000 �,���,��� 
　　　会報刊行費 �,000,000 �,���,��� 会報 ��、��増刊号、��、��号
　　　Genes to Cells編集費 �,000,000 0 ※新契約により年 �00万円まで出版社が負担
　　　Genes to Cellsオンライン費用 �,�00,000 �,��0,000 
　　　ホームペ－ジ関係費 �,000,000 �,��0,000 �0万円× ��カ月＋メール配信
　　③その他の事業 �,�00,000 �,���,��� 
　　　三菱化学奨励賞関係費 �,�00,000 �,0��,0�� 〈事業費その他〉
　　　事業費その他 �,000,000 �,��0,��� 　・男女共同参画 �,���,���円　・若手教育WG �0�,�0�円
　　　役員選挙 0 0 　・学術事業企画（�0周年出版企画）���,0�0円
　�　管理費 ��,�00,000 ��,���,��� 　・GTC将来計画WG �0�,�00円　・生科連会費 等 ��,�00円
　　　事務所賃料 �,�00,000 �,���,��� 賃料・共益費、光熱費
　　　給与手当 �0,000,000 �0,���,��0 
　　　法定福利費 �,�00,000 �,���,��0 社会保険料・雇用保険等事業者負担分
　　　福利厚生費 �00,000 ��,��� 職員健康診断
　　　業務委託費 �,�00,000 �,���,�00 公認会計士監査料、会計事務所顧問料、税務申告費用
　　　会員管理システム運用管理費 �,�00,000 �,���,��0 会員管理サーバの運用・保守
　　　印刷費 �,�00,000 �,���,��0 総会資料、総会委任状ハガキ、会費請求書の出力等含む
　　　通信運搬費 �0,000,000 �,���,��� 
　　　旅費交通費 �,000,000 �,���,��0 
　　　会議費 �00,000 ���,0�� 理事会他
　　　支払手数料 ��0,000 ���,��� 
　　　消耗品費 ��0,000 ��0,��� 封筒印刷代含む
　　　雑費 �,�00,000 ���,��� 海外会費クレジットカード決済手数料、外部倉庫代、その他
　　　減価償却費 �00,000 �0�,��� 電話機、コピー FAX複合機
　�　租税公課 �,000,000 �,���,�00 未払消費税 �,���,�00円　地方税 ���,�00円　印紙代 ��,000円
　�　特定預金支出 �,000,000 �,0��,000 退職給付引当金繰入（規程に準拠）
　�　予備費 �,000,000 ���,0�� 論文調査報告書 /英文チェック費用

当期支出合計（C） ���,��0,000 ��0,���,��� 
当期収支差額（A）‒(C） �,0�0,000 ��,0�0,��� 

次期繰越収支差額（B）‒(C） �0�,���,��� ���,���,��� 
（単位：円）
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平成 21 年度（2009 年度）貸借対照表
平成 ��年 �月 �0日現在

特定非営利活動法人　日本分子生物学会

科　　　　目 金　　　　　　　　　額

Ⅰ　資産の部

　�　流動資産

　　　現金預金 ���,���,���

　　　前払費用 �,���,���

　　　立替金 �,���,���

　流動資産合計 ���,���,���

　�　固定資産

　　　工具器具備品 ���,���

　　　差入保証金 ���,��0

　固定資産合計 ���,0��

　資産合計 ���,���,���

Ⅱ　負債の部

　�　流動負債

　　　未払金 ���,��0

　　　未払法人税等 �0,000

　　　未払消費税 �,���,�00

　　　前受会費 ���,�00

　　　前受金 �,000,000

　　　預り金 ���,0��

　流動負債合計 �,���,���

　�　固定負債

　　　退職給付引当金 �,���,000

　固定負債合計 �,���,000

　負債合計 �0,0��,���

Ⅲ　正味財産の部

　　前期繰越正味財産 �0�,���,���

　　当期正味財産増加額 ��,0�0,���

　正味財産合計 ���,���,���

　負債及び正味財産合計 ���,���,���

（単位：円）
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平成 21 年度（2009 年度）財産目録
平成 ��年 �月 �0日現在

特定非営利活動法人　日本分子生物学会
科　　　　　　　目 金　　　　　　　額

Ⅰ　資産の部
�　流動資産
　現金預金
　　現金 ��,�0�
　　郵便振替　00��0‒�‒������ ��,���,0��
　　郵便振替　00�00‒�‒���0�� ��,�00
　　郵便振替　00��0‒�‒�0��0� 0
　　普通預金　三菱東京 UFJ銀行　春日町支店 �,���,���
　　普通預金　三菱東京 UFJ銀行　所沢支店 �,���,��0
　　普通預金　三菱 UFJ信託銀行　上野支店 ���,���
　　普通預金　三井住友銀行　飯田橋支店 ��,���,���
　　普通預金　中央三井信託銀行　本店営業部 �,���,���
　　定期預金　三菱東京 UFJ銀行　春日町支店 �0,0��,���
　　定期預金　みずほ銀行　本郷支店 �0,0��,�0�
　　定期預金　三井住友銀行　飯田橋支店 �0,000,000
　　定期預金　三菱 UFJ信託銀行　上野支店 �0,000,000
　　定期預金　中央三井信託銀行　本店営業部 �0,000,000
　　定期預金　住友信託銀行　東京営業部 �,0��,0��
　前払費用　事務所家賃 �0月分 ���,0��
　前払費用　事務所火災保険 H��.�0－H��.�月分 ��,��0
　前払費用　��/�� 将来計画検討委員会 会場費 ��,000
　前払費用　�00�年分 Genes to Cells ｵﾝﾗｲﾝ費用 �,��0,000
　前払費用　�00�年分 Genes to Cells ﾌﾘｰｱｸｾｽ料 �,000,000
　立替金　　 編集経費 �,���,���
流動資産合計 ���,���,���
�　固定資産
　工具器具備品　電話取付一式 ��0,���
　工具器具備品　複合機 ��,���
　差入保証金　事務所 ���,��0
　差入保証金　編集室 �0,000
固定資産合計 ���,0��
資産合計 ���,���,���
Ⅱ　負債の部

�　流動負債
　未払金　ホームページ更新費用９月分 �0�,000
　未払金　会員サーバ運用保守９月分 ���,�00
　未払金　通信運搬費９月分 ��,���
　　（外部倉庫、宅急便代、NTT、メールサーバ）
　未払金　印刷費（コピー・ＦＡＸ代９月分） ��,��0
　未払金　クレジットカード決済処理手数料（GMO） ��,���
　未払法人税等 �0,000
　未払消費税 �,���,�00
　前受会費　平成 ��年度以降会費 ���,�00
　前受金　GTC編集費・出版社負担金 �,000,000
　預り金　源泉所得税 ���,0��
流動負債合計 �,���,���
�　固定負債
　退職給付引当金 �,���,000
固定負債合計 �,���,000
負債合計 �0,0��,���
Ⅲ　正味財産の部
前期繰越正味財産 �0�,���,���
当期正味財産増加額 ��,0�0,���
正味財産合計 ���,���,���
負債及び正味財産合計 ���,���,���

（単位：円）
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平成 21 年度（2009 年度）個別注記表
平成 �0年 �0月 �日から平成 ��年 �月 �0日まで

特定非営利活動法人　日本分子生物学会

�． 固定資産の減価償却の方法
　　定率法によっております。

�． 固定資産の減価償却累計額
　　���,���円

�． 退職給付引当金の計上基準
　　職員の退職給付に備えるため、当年度末における退職給付債務の見込額に基づき、
　　当年度末において発生していると認められる額を計上しております。

�． 担保に供している資産はありません。

�． 保証債務はありません。

【監査報告】
　平成 ��年度（�00�年度）決算に関して、平成 ��年 �0月 �0日、独立監査人 宮城秀敏公認会計士の監査を受けました。
その計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる会計基準に準拠して、平成 ��年度の収支及び正味財産
増減の状況並びに同年度末日現在の財政状態をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める．との監査
報告書の提出を受けました。その後、同年 ��月 ��日に、学会事務所において、小川智子監事、吉川寛監事による監査
を終了しました。（両監事による会計監査は、帳簿並びに関係書類の閲覧など必要と思われる監査手続きにより行われ
た。）ここにご報告いたします。

特定非営利活動法人 日本分子生物学会
理事長　　　　　岡　田　清　孝
理事（会計幹事）塩　見　春　彦
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監査報告書
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平成 22 年度（2010 年度）収支予算

平成 22 年度（2010 年度）収支予算
平成 ��年 �0月 �日から平成 ��年 �月 �0日まで

特定非営利活動法人　日本分子生物学会
科　　目 ��年度予算 備　　　　　　考

Ⅰ　収入の部
　�　入会金収入 �00,000 
　　　正会員 �00,000 �,000円× �00名
　　　学生会員 �00,000 �,000円× �00名
　�　会費収入 ��,��0,000 
　　　正 会 員（海外在住含む） ��,�00,000 �,�00円× �0,000名×約 �0%
　　　学生会員（海外在住含む） ��,��0,000 �,000円× �,000名×約 ��%
　　　賛助会員 �,��0,000 �0,000円× ��口（��社）
　�　事業収入 ���,�00,000 
　　①分子生物学・学術研究事業 ���,�00,000 <学術集会の開催等 >
　　　年会 �0�,000,000 第 ��回年会（支出予算額－学会補助金定額分 �00万円）　
　　　春季シンポジウム �,�00,000 スクール形式　宿泊費・昼食代等の実費パック料金分
　　②普及啓発事業（HP・刊行物等） �,000,000 
　　　Genes to Cells出版収入 �,000,000 ワイリーブラックウェル社より Profit Share �00万円、編集定額補助金 �00万円
　　③その他の事業 0 
　　　その他の事業 0 
　�　助成金・補助金収入 �,�00,000 三菱化学より、奨励賞副賞および選考経費として
　�　雑収入 �00,000 利息収入、出版社著作権管理機構分配金等

当期収入合計（A） ���,0�0,000 
前期繰越収支差額 ���,��0,000 ※ ��年度決算の繰越金概算とした。
収入合計（B） ���,��0,000 

Ⅱ　支出の部
　�　事業費 ���,�00,000 
　　①分子生物学・学術研究事業 ���,�00,000 〈学術集会の開催等〉
　　　年会 ���,000,000 第 ��回年会（定額補助金 �00万円は収入科目の中で精算）＊実質 �00万円を補助
　　　春季シンポジウム �,�00,000 支出予算額－収入予算額（ｽｸｰﾙ形式・宿泊費等）＊実質 �00万円を学会補助
　　②普及啓発事業（HP・刊行物等） ��,0�0,000 
　　　会報刊行費 �,000,000 
　　　Genes to Cells編集費 �,000,000 学会負担分（編集費用 �00万円のうち �00万円は出版社負担精算へ）
　　　Genes to Cellsオンライン費用 �,��0,000 ワイリーブラックウェル社ヘ支払い（フリーアクセス料 �00万円を含む）
　　　ホームペ－ジ関係費 �,�00,000 �0万円× ��カ月、ﾒｰﾙ配信・予備費 �0万円
　　③その他の事業 �,��0,000 
　　　三菱化学奨励賞関係費 �,�00,000 
　　　男女共同参画事業費 �,�00,000 
　　　創立 �0周年記念・出版事業 �,000,000 
　　　事業費その他 �,000,000 若手教育WG活動費含む
　　　理事選挙 ��0,000 電子投票
　　　事業費・予備費 �,�00,000 
　�　管理費 ��,��0,000 
　　　事務所賃料 �,�00,000 賃料、管理費、光熱費等含む
　　　給与手当 ��,000,000 事務局人件費
　　　法定福利費 �,�00,000 社会保険料・雇用保険等事業者負担分
　　　福利厚生費 �0,000 雇用職員健康診断等
　　　業務委託費 �,�00,000 公認会計士監査料、会計事務所顧問料、税務申告費用
　　　会員管理システム運用管理費 �,�00,000 サ－バ－運用保守等
　　　印刷費 �,�00,000 会費請求書出力含む
　　　通信運搬費 �0,000,000 会報、会費請求、年会プログラム
　　　旅費交通費 �,�00,000 理事会、将来計画検討委員会 他
　　　会議費 �00,000 理事会、将来計画検討委員会 他
　　　支払手数料 �00,000 
　　　消耗品費 ��0,000 封筒代含む
　　　雑費 �00,000 
　　　減価償却費 ��0,000 電話機、コピー FAX複合機
　�　租税公課 �,000,000 消費税、法人税等
　�　特定預金支出 �,�00,000 退職給付引当金
　�　予備費 �,000,000 

当期支出合計（C） ���,0�0,000 
当期収支差額（A）‒(C） �0,000 

次期繰越収支差額（B）‒(C） ���,��0,000 
（単位：円）
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学術賞、研究助成の本学会推薦について

　本学会に推薦依頼あるいは案内のある学術賞、研究助
成は、本号に一覧として掲載しております。そのうち、
応募にあたり学会等の推薦が必要なものについての本学
会からの推薦は、本学会賞推薦委員会または研究助成選
考委員会の審査に従って行います。応募希望の方は、直
接助成先に問合わせ、申請書類を各自お取寄せのうえ、
ふるってご応募下さい。

　本学会への推薦依頼の手続きは次の通りです。
1． 提出物

�） 本申請に必要な書類（オリジナルおよび募集要項
に記載されている部数のコピー）

�） 本学会の選考委員用および学会用控に、上記申請
書類のコピー計 �部

�） 申込受付確認のための返信封筒（返信用の宛名を
記入しておいて下さい）

�） 論文（別刷は各種財団等応募先の必要部数をご用
意下さい。委員会用の論文は不要です）

2． 提出先
※賞推薦についての送付先
日本分子生物学会・賞推薦委員長　田畑　哲之
〒 �0�‒00�� 千代田区飯田橋 �‒��‒�

�0山京ビル ��階
日本分子生物学会事務局気付

※ 研究助成についての送付先
日本分子生物学会・研究助成選考委員長　町田　泰則
〒 �0�‒00�� 千代田区飯田橋 �‒��‒�

�0山京ビル ��階
日本分子生物学会事務局気付

3．提出期限
　財団等の締切りの �カ月前まで。提出期限後に受
取った場合や、提出書類が不備な場合は、選考の対象
にならないことがあります。推薦手続きのことでご不
明な点がありましたら、学会事務局までお問合わせ下
さい。

研究助成一覧

名　　称 連　絡　先 件　　数 締　　切 助成内容等 概　　要

第 ��回三菱財団自然
科学研究助成

㈶三菱財団
☎（0�）���� - ����
〒 �00 - 000�
　千代田区丸の内 � - � - �

総額 �億円、
�0件程度

�0�0年
�月 �0日

�件当たり
�,000万円まで

自然科学の基礎となる独創的、
かつ先駆的研究とともに、すぐ
れた着想で新しい領域を開拓す
る萌芽ともなる研究（原則とし
て個人研究）。

新化学発展協会平成
��年度研究奨励金

㈳新化学発展協会
☎（0�）���� - ���0
〒 �0� - 00��
　千代田区神田須田町 � - ��

�課題、
各課題 �件

�0�0年
�月 ��日 �件　�00万円

新化学の発展に資する若手研究
者（��歳以下）の研究に対して、
研究奨励金を交付。
研究課題有り。

山田科学振興財団
�0�0年度研究援助

㈶山田科学振興財団
☎（0�）���� - ����
〒 ��� - ����
　大阪市生野区巽西 � - � - �

��件程度
（�件）

�0�0年
�月 ��日

�件当たり
�00～ �00万円、
総額 �,000万円

自然科学の基礎的研究に対して
の研究費援助。
推薦書は山田財団HPより
ダウンロード
http://www.yamadazaidan.jp/

第 ��回国際生物学賞

国際生物学賞委員会
☎（0�）���� - ����
〒 �0� - ����
　千代田区一番町 �
　日本学術振興会内

�件
（�件）

�0�0年＊
�月 ��日

賞状、賞牌、
�,000万円

生物学の研究において世界的に
優れた業績を挙げ、世界の学術
進歩に大きな貢献をした研究者。
第 ��回の授賞分野は「感覚の生
物学」。

第 ��回持田記念学術
賞 ㈶持田記念医学薬学振興財団

☎（0�）���� - ����
〒 ��0 - 000�
　新宿区本塩町 � - �
　四谷ワイズビル

�件以内
（�件）

�0�0年＊
�月 ��日 �件　�00万円 生命科学・薬物科学・情報科学

と医療応用の研究の分野におけ
る研究で、顕著な功績があり、
かつ新進気鋭の研究者。第 ��回研究助成 総額

�億 �,000万円
�0�0年＊
�月 ��日 �件　�00万円

第 ��回国内および海
外留学補助金

総額
�,000万円

�0�0年＊
�月 ��日 �件　�0万円

平成 ��年度笹川科学
研究助成

㈶日本科学協会
☎（0�）���� - ����
〒 �0� - 00��
　港区赤坂 � - � - �
　日本財団ビル

約 ��0件

募集期間
�0�0年＊
�0月 �日
　 ～

�0月 ��日

�件当たり �00万
円まで

人文・社会科学および自然科学
（医学を除く）の研究計画に関す
るもの。�月 �日現在、��歳以
下の若手研究者へ助成。
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名　　称 連　絡　先 件　　数 締　　切 助成内容等 概　　要

上　原　賞
㈶上原記念生命科学財団
☎（0�）���� - ��00
〒 ��� - 00��
　豊島区高田 � - �� - �

�件以内
（�件）

�0�0年＊
�月８日

金牌、
�,000万円

生命科学の栄養学、薬学、基礎
および臨床医学、社会医学、東
洋医学で顕著な業績を挙げ、引
き続き活躍中の研究者。

第 ��回井上学術賞 ㈶井上科学振興財団
☎（0�）���� - ����
〒 ��0 - 00��
　渋谷区南平台町 �� - �� - �0�

�件以内
（�件）

�0�0年＊
�月 �0日

賞状、金メダル、
�00万円

自然科学の基礎的研究で特に顕
著な業績を挙げた者（ただし締
切日現在満 �0歳未満）。

第 �回井上リサーチ
アウォード

�名以内
（うち �名以上
女性研究者）

�0�0年＊
�月 ��日

�人当たり
�,000万円
（期間は �年）

開拓的発展を目指す若手研究者
の独創性と自立を支援する目的
で、研究を助成。期間は �年。

第 ��回木原記念財団
学術賞 ㈶木原記念横浜生命科学振興財団

☎（0��）�0� - ���0
〒 ��0 - 00��
　横浜市鶴見区末広町 � - �

�件
（�件）

�0�0年＊
�月 �0日

賞状、記念牌、
�00万円

最近において生命科学の分野で
優れた独創的研究を行っている
国内の研究者で、原則として締
切日現在 �0歳以下の者。

木原記念財団特別賞
（平成 �0年より新設）

�件
（�件）

�0�0年＊
�月 �0日

賞状、記念牌、
�00万円

生命科学の分野で独創的かつ社
会的貢献に繋がる研究を行って
いる研究者で �0歳以下の者。

平成 ��年度日産科学
賞

㈶日産科学振興財団
☎（0�）���� - ����
〒 �0� - 00��
　中央区銀座 � - �� - �

�件
（�件）

�0�0年＊
�月 ��日 賞状、�00万円

自然科学分野で、新しい研究分
野・領域の開拓に繋がる学術の
発展に大きな貢献をした、わが
国の公的研究機関に所属する概
ね �0歳以下の研究者。年度によ
り、対象研究分野の指定有り。

住友財団 �0�0年度基
礎科学研究助成

㈶住友財団
☎（0�）���� - 0���
〒 �0� - 00��
　港区芝大門 � - �� - �
　住友芝大門ビル �号館

総額
�億 �,000万円
�00件程度

�0�0年＊
�月 �0日

�件当たり �00万
円まで

理学（数学、物理学、化学、生物学）
の各分野及びこれらの複数にま
たがる分野の基礎研究で萌芽的
なもの。若手研究者（個人また
はグループ）を対象とする。

第 ��回藤原賞
㈶藤原科学財団
☎（0�）���� - ����
〒 �0� - 00��
　中央区銀座 � - � - ��

�件
（�件）

�0�0年
�月 ��日 副賞 �,000万円

推薦の対象は自然科学分野に属
するもの。わが国に国籍を有し、
科学技術の発展に卓越した貢献
をした者。

平成 ��年度科学技術
分野の文部科学大臣
表彰科学技術賞およ
び若手科学者賞

文部科学省
研究振興局振興企画課奨励室
☎（0�）���� - �0��
〒 �00 - ����
　千代田区霞が関 � - � - �

科学技術賞 ��0
件（年）のうち、
研究部門は �0
件程度
若手科学者賞
は �00名程度
（学会推薦枠は
定まっていな
いが推薦は若
干名まで）

�0�0年＊
�月 ��日 表彰状及び副賞

我が国の科学技術の発展等に寄
与する可能性の高い独創的な研
究又は発明を行った個人又はグ
ループを表彰。
萌芽的な研究、独創的視点に立っ
た研究等、高度な研究開発能力
を示す顕著な研究業績を誉げた
若手研究個人。

平成 ��年度島津賞 ㈶島津科学技術振興財団
☎（0��）��� - ���0
〒 �0� - ����
　京都市中京区
　西ノ京徳大寺町 �

�件
（推薦枠は若干件）

�0�0年＊
�月 �0日

賞状、賞牌、
副賞 �00万円

科学技術、主として科学計測お
よびその周辺の領域における基
礎的な研究において、近年著し
い成果をあげた功労者を対象と
する。

島津科学技術振興財
団研究開発助成

総額
�,000万円

�0�0年＊
�月 �0日

�件当たり
�00万円以下

上記同様を研究対象とする、国
内の研究機関に所属する ��歳以
下の新進気鋭の日本人研究者。

東レ科学技術賞
㈶東レ科学振興会
☎（0��）��0 - ��0�
〒 ��� - ����
　浦安市美浜 � - � - �
　東レビル

�件前後
（�件）

�0�0年＊
�0月 �日

�件につき
賞状、金メダル、
�00万円

学術上の業績顕著な者、学術上
重要な発見をした者、重要な発
明により効果が大きい者、技術
上の重要問題を解決し貢献が大
きい者。

東レ科学技術研究助
成

総額
�億 �,000万円
�0件程度
（�件）

�0�0年＊
�0月 �日

特に定めず最大
�,000万円程度
まで

今後の研究の成果が科学技術の
進歩・発展に貢献するところが
大きいと考えられる、独創的、
萌芽的な研究を活発に行ってい
る若手研究者（原則として ��歳
以下）。
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名　　称 連　絡　先 件　　数 締　　切 助成内容等 概　　要

第 ��回内藤記念科学
振興賞 ㈶内藤記念科学振興財団

☎（0�）���� - �00�
〒 ��� - 00��
　文京区本郷 � - �� - �
　NKDビル �階

�件
（�件）

�0�0年＊
�0月 �日

金メダル、
�000万円

人類の健康の増進に寄与し得る
自然科学の基礎的研究において、
独創的テーマに取り組み、その
進歩発展に顕著な功績を挙げた
研究者。

第 ��回海外学者招へ
い助成金

（前期・後期各
�0件）

�0�0年＊
�月 �日・
�0月 �日

�件  �0～ �0万円
まで（エリアによ
る）

同上のテーマに取り組み、国際
的に高い評価を得ている外国の
研究者を招へいする受入れ責任
者に贈呈。

ブレインサイエンス
財団研究助成

㈶ブレインサイエンス振興財団
☎（0�）���� - ����
〒 �0� - 00��
　中央区八重洲 � - � - �0

�～ ��件
�0�0年＊
�0月 ��日

�件  �00万円
ブレインサイエンス研究分野に
おける独創的な研究計画への助
成。

塚原仲晃記念賞 �件 �件  �00万円
生命科学の分野において優れた
独創的研究を行っている ��歳以
下の研究者。

海外派遣研究助成 若干件
�0��年＊
�月 ��日

�件  �0万円まで
ブレインサイエンスの研究の促
進を図るため、国際学会、シン
ポジウム等への参加、あるいは
短期間の研究者の派遣を助成。

海外研究者招聘助成 若干件 �件  �0万円まで
同分野において独創的テーマに
意欲的に取り組んでいる外国人
研究者の招聘を助成。

平成 ��年度研究助成
㈶長瀬科学技術振興財団
☎（0�）���� - ����
〒 ��0 - ����
　大阪市西区新町 � - � - ��

�0数件 �0�0年＊
��月 �0日 �件  ��0万円以内

生化学および有機化学等の分野
において研究活動を行う研究者
または研究機関。

ノバルティス研究奨
励金

㈶ノバルティス科学振興財団
☎（0�）���� - ���0
〒 �0� - 00��
　港区西麻布 � - �� - ��
　西麻布 ��森ビル �0F

約 �0件
指定機関から
の推薦必要

�0�0年＊
�月 ��日 �件  �00万円

生物・生命科学およびそれに関
連する化学の領域における創造
的な研究に対して助成。

第 �回日本学術振興
会賞

日本学術振興会
☎（0�）���� - ����
〒 �0� - ����
　千代田区一番町 �番地

�0件程度
�0�0年＊
�月 ��日～
��日
（受付日）

賞状、賞碑、
��0万円

人文、社会科学及び自然科学に
わたる全分野が対象。博士の学
位を取得しており、国内外の学
術誌等に公表された論文、著書、
その他の研究業績により学術上
特に優れた成果を上げたと認め
られた研究者（��歳未満）。

㈶材料科学技術振興
財団
山﨑貞一賞

㈶材料科学技術振興財団
☎（0�）���� - ��00
〒 ��� - 00��
　世田谷区喜多見 � - �� - �

各分野
�件

�0�0年
�月 �0日

賞状、金メダル、
�00万円

授賞対象は、「材料」、「半導体及
び半導体装置」、「計測評価」、「バ
イオサイエンス・バイオテクノ
ロジー」の �分野からなり、論
文の発表、特許の取得、方法・
技術の開発等を通じて、実用化
につながる優れた業績をあげて
いる者。

平成 ��年度研究助成
㈶光科学技術研究振興財団
☎（0��）��� - 0���
〒 ��0 - 0���
　浜松市中区砂山町 ��� - �

総額
�,000万円

�0�0年＊
�月 ��日

助成金総額
約 �,000万円

光科学に関係する研究に対して
助成。対象課題有り。

�0�0年度朝日賞
㈶朝日新聞文化財団
☎（0�）���0 - ����
〒 �0� - �0��
　中央区築地 � - � - �

ここ最近は
�～ �件
（�件）

�0�0年＊
�月 ��日

正賞（ブロンズ像）
と副賞 �00万円

学術、芸術などの分野で傑出し
た業績をあげ、わが国の文化、
社会の発展、向上に多大の貢献
をされた個人または団体に贈ら
れる。

第 ��回加藤記念研究
助成

㈶加藤記念バイオサイエンス研
究振興財団
☎（0��）��� - ����
〒 ��� - ����
　町田市旭町 � - � - �

��件
総額
�,000万円

�0�0年＊
�月 ��日 �件  �00万円

バイオサイエンス分野における
有能な若手研究者を発掘し、そ
の創造的かつ先駆的研究を支援
する。年齢制限あり。

●件数の（　　）内は、応募に当たり学協会等からの推薦が必要な場合、本学会の推薦枠を示しています。
＊は、本年度の案内を受取っておらず、昨年の締切日を参考に示してあります。
締切日を過ぎているものは、本年度応募は終了していますが、参考資料として掲載しました。
●学会推薦した会員が財団等の研究助成対象者となった場合には、その研究成果を将来、学会誌「Genes to Cells」

に論文あるいは総説として発表して頂くように要請いたします。応募に際しては、その旨をご了解くださるようお
願いします。
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○第 13 回マリンバイオテクノロジー学会大会
開催のお知らせ

　第 ��回マリンバイオテクノロジー学会大会を下記の
要領で開催いたします。

会　　期：平成 ��年 �月 ��日㈯～ �0日㈰
会　　場：広島大学 東広島キャンパス 生物生産学部 C棟
大会役員：大会会長　　　堀　貫治

広島大学大学院生物圏科学研究科 教授
実行委員長　　長沼 毅
広島大学大学院生物圏科学研究科 准教授

大会事務局：〒 ���―����　広島県東広島市鏡山 �―�―�

広島大学大学院生物圏科学研究科内
第 ��回マリンバイオテクノロジー学会大会実行委員会
TEL：0��―���―����　FAX：0��―���―����

E-MAIL：takn@hiroshima-u.ac.jp

大会の内容：
　�． 一般講演（口頭発表、ポスター発表）
　�． シンポジウム（一般）
　�． 懇親会
＊シンポジウムの企画を公募致します。シンポジウム
の企画をご希望の方は大会事務局までご連絡下さい。

発表形式：
　�． 口 頭 発 表： 一般講演は質疑含み ��分 

液晶プロジェクター使用
　�． ポスター発表： 学生を対象とした優秀ポスターの

表彰を予定
一般講演のセッション：
　�． 微生物　　�． 微細藻　　�． 海藻・付着生物
　�． 魚介類　　�． 天然物化学・未利用資源
　�． バイオミネラリゼーション　　�． マリンゲノム
　�． 環境・環境適応　　�． その他
発表申込みの締め切り　　平成 ��年 �月 ��日㈮必着
講演要旨の締め切り　　　平成 ��年 �月 ��日㈬必着
事前参加登録締め切り　　平成 ��年 �月 �0日㈮必着
講演申し込み方法および参加登録方法の詳細は、大会
ホームページでご確認下さい。
第 13回大会ホームページアドレス：

http://www.med-gakkai.org/jsmb-��/

学会ホームページ： http://wwwsoc.nii.ac.jp/jsmb/

○第 14 回国際免疫学会議のお知らせ
メインテーマ
　「��世紀における免疫学の潮流 - 感染症、癌、自己免
疫疾患、アレルギーの撲滅をめざして」

主　　催：日本免疫学会
共　　催：日本臨床免疫学会
共同主催：日本学術会議
会　　期： �0�0年 �月 ��日㈰～ ��日㈮　�日間
会　　場： 神戸ポートピアホテル、神戸国際展示場

早期登録締切：�0�0年 �月 ��日
（一般 �0,000円、 学生 �0,000円、�月 �

日以降はそれぞれ �,000円増）
オンライン参加登録・宿泊予約：受付中

詳細情報はホームページをご覧ください。
　http://www.ici�0�0.org

問い合わせ先：
�0�0年国際免疫学会議・組織委員会・事務局
〒 ���―0��� 吹田市山田丘 �―�

大阪大学大学院医学系研究科 C�

感染免疫医学講座・免疫動態学内 

TEL：0�―����―����　FAX：0�―����―����

E-mail：�0�0ici@orgctl.med.osaka-u.ac.jp

各種学術集会、シンポジウム、講習会等のお知らせ

会報95-本文.indd   48 2010/02/12   13:05:45



��

日本分子生物学会　賛助会員一覧

（�0�0年 �月 �日現在）
アサヒビール株式会社 食の基盤技術研究所
アジレント・テクノロジー株式会社
アトー株式会社 営業開発グループ
アプライドバイオシステムズジャパン株式会社
株式会社エー・イー企画
沖縄科学技術研究基盤整備機構 事業推進部
科学技術振興機構 研究基盤情報部バイオインフォマティクス課
科研製薬株式会社 創薬研究部
協和発酵キリン株式会社 研究本部研究推進部
株式会社コクサン
コスモ・バイオ株式会社 開発部
産業技術総合研究所 北海道センター図書室
ジャスコインタナショナル株式会社 第二事業部営業一課
住友化学株式会社 農業化学品研究所
第一三共株式会社 抗体医薬研究所
タカラバイオ株式会社 バイオインダストリー部
武田バイオ開発センター株式会社 プロジェクトマネジメント部
株式会社ダスキン開発研究所
田辺三菱製薬株式会社 研究本部研究企画部
東洋紡績株式会社 ライフサイエンス事業部
株式会社トミー精工
ナカライテスク株式会社 技術営業部広報課
日本甜菜製糖株式会社 総合研究所第二グループ
日本ベクトン・ディッキンソン株式会社 BDバイオサイエンス
日本たばこ産業株式会社 植物イノベーションセンター
日本たばこ産業株式会社 たばこ中央研究所
浜松ホトニクス株式会社 システム事業部特機営業部
ヒゲタ醤油株式会社 研究開発部
日立公共システムエンジニアリング株式会社
富士レビオ株式会社 研究開発部門研究支援グループ
フナコシ株式会社
三菱化学株式会社 イノベーションセンター
ヤマサ醤油株式会社 R&D管理室
ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社 AS事業部
湧永製薬株式会社 湧永満之記念図書館
和研薬株式会社 大阪センター営業推進部

〈�0音順〉
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特定非営利活動法人

日本分子生物学会　事務局

〒 102 ― 0072　東京都千代田区飯田橋 3 ― 11 ― 5

20 山京ビル 11 階
TEL: 03 ― 3556 ― 9600　FAX: 03 ― 3556 ― 9611

E-mail: info@mbsj.jp

■日本分子生物学会第 10 回春季シンポジウムの公式サイトが開設されています。
URL: http://www.mbsj-spring2010.org/

■ 第 33 回日本分子生物学会年会・第 83 回日本生化学会大会合同大会（BMB2010）
のホームページが公開されました。
URL: http://www.aeplan.co.jp/bmb2010
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